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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践
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高校・附属中学校　坂岡優子
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の

城
し ろ

茂雄

https://view-next.benesse.jp/

ウェブサイト では、

授業のダイジェストを 動画 で紹介！

まつおか・しゅん　同校に赴任して６年目。２学年主任。生徒指導部。理科（化学）。

愛知県立安城南高校　1983（昭和58）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約300人／2022年
度卒業生進路実績　国公立大は、信州大、愛知教育大、名古屋大、国際教養大、愛知県立大などに８人
が合格。私立大は、愛知大、中京大などに延べ343人が合格。短大・専門学校進学109人。就職43人。

　「自分の手を動かすからこそ感じられることを大切にしたい」と、身近にある化
学を理解できるような実験に力を入れている松岡先生。赴任当初は講義中心の授
業だったが、抽象的な学習内容に苦戦する生徒を見て、実験を増やすほかにも、モ
ルをダースに例えて説明したり、目に見えない現象を動画で可視化するなど、工
夫を重ねてきた。「１つ理解できると、『なぜ？』と疑問が湧き、『知りたい』という
意欲になって次の学びに挑戦し、理解しようとする努力につながるはず。多くの
学びのトライ&エラーから得られる教訓を、その後の人生で生かしてほしい」。そ
れが、松岡先生の思いだ。実験を楽しみにしているという生徒は、「生活の何気な
い現象の原因や仕組みが説明できると分かったことで、化学を深く知りたくなり、
授業を頑張っています」と、自身の変化を語る。
　松岡先生が今考えているのは、生徒数人に問題の解答を渡し、その生徒たちが先
生役になる学び合いだ。「生徒に発問して考えさせる機会を増やしてきましたが、
生徒同士での学び合いによって、教師からは得られない気づきや考えの深まりにつ
ながることを期待しています」。教師の新たな挑戦が生徒の学びを前に進めていく。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

トライ&エラーの先に
愛知県立安

あん

城
じょう

南高校　松岡　駿先生ここまでできる！
情報・データの利活用

実践者と共に考えるガイドライン
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若手教師・教育創造MTGミーティングミーティング

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

2020年４月にスタートした、若手教師による対話のコミュニティー「若手教師・教育創造M
ミーティング
TG」は、

23年10月に、新たなメンバーから成る第２期のキックオフとして、第１回オンラインミーティングを開
催。今回が初対面であることから、「互いを知る」ことを目的としたプログラムの下、対話を行いました。

◎ミーティング概要
•実施日時　2023年10月27日（金）17:00–19:00（Zoom開催）
•プログラム

セッション
１

『VIEW next』高校版の連載コーナー「先生なら、
どうしますか？」を読んだ感想をグループで語り合
い、互いの教育観を共有した。

セッション
２

自分にとっての理想の教育と、下記のテーマに関
する課題意識について、グループで語り合った。
テーマ：
進路指導／探究学習／主体的・対話的で深い学び／働き方改革

第２期
スタート！第１回ミーティングの開催リポートを

 でご覧いただけます

次代を担う全国の若手教師が集まり、語り合う

◎参加した先生の声

第１回ミーティングの開催リポートは、こちらからご覧ください！

URL  https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article17921/

先生方はどのような対話をしたのか？　なぜ、「活力と勇気」が得られたのか？

全国の先生方の話に、
活力と勇気を
もらいました！

もっと話を聞いたり、
学校を訪問したり
したいと思いました

早速、
次回のミーティングが
楽しみです！

▶セッション２での対話に使用したフォーマット（抜粋）

▼感想を語り合った連載コーナーの記事

H3.indd   1H3.indd   1 2023/12/06   10:562023/12/06   10:56

代の頃、過疎地の小規模校で担任として3年間かかわっ

た女子生徒のAさんは、休み時間にも数学と理科の勉

強に取り組み、模擬試験では常に優秀な成績を収めていました。

しかし、Aさんの保護者は、経済的な理由から娘の進学には前

向きではありませんでした。私はAさんと保護者に奨学金制

度を紹介し、Aさん本人には「○○大学ではこんな研究ができ

るよ」などと大学の情報を伝え、進学意欲を高めようとしまし

た。その度にAさんは「大学、行けたらいいですね」と、自

分の意志を曖昧にした言葉を口にしました。きっと私を失望さ

せたくなかったのでしょう。私も、本人に希望進路をはっきり

と確認することを先延ばしにしました。答えを求めることで、

進学という選択肢が消えることを恐れていたのだと思います。

　３年次６月の三者面談で、Aさんはついに「勉強は好きだけ

ど、きょうだいも多いので就職します」と、進路を明言しました。

Ａさんの隣に座る母親の傍らには小さな妹がいました。翌日か

らAさんの休み時間の勉強は、就職試験対策に変わりました。

　数日後、「先生……」と声をかけてきたAさんの手には、地

元の大手企業の求人票がありました。Aさんは自らの思いに踏

ん切りをつけるような表情で言いました。「ここでいいです」。

私は「分かった」と言いました。それ以外の言葉が見つかり

ませんでした。そして秋口に就職の内定を獲得したAさんは、

数学と理科の勉強を再開。センター試験受験者を対象にした補

習にも、自ら希望して参加していました。

業から2か月後、Aさんが接客担当になったことを知っ

た私は、彼女の職場を訪ねました。生き生きと働くＡ

さんの姿を見て安心したかったのかもしれません。Aさんを見

つけた私は、「元気か？」と尋ねました。Aさんは笑顔で「はい、

頑張っています」と答え、私に言いました。「先生、いろいろ

頑張ってくれて、ありがとうございました」。無力だった私に、

「ありがとうございました」。心の奥に刺さる言葉でした。

　あれから約20年が経ち、当時の生徒や保護者に対する私の

かかわり方の問題点が見えるようになりました。生徒の希望を

すべてかなえてあげられるわけではもちろんないですが、だか

らと言って「仕方がなかった」で済ませたくはありません。や

り直すことができない３年間を生徒とともに歩むのだからこ

そ、教師として過去の痛みを忘れず、次につなぎ続けたい。私

にとってAさんとの時間は、一生忘れられない痛みなのです。

もしも 20 年前に時間を戻すことができたのなら、抱
石先生は A さん、そして保護者とどのようにかかわる
のか。本エピソードの詳細と抱石先生のその後の歩み
を描いたウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article17751/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

経
済
的
な
理
由
で

進
学
を
断
念
し
た
生
徒
。

「
こ
こ
で
い
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す
」

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
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表
情

だきいし・てつや ● 同校に赴任して３年目。英語科。
予測困難な VUCA の時代を生き抜くために、

「dare mighty things( あえて困難に挑戦を )」
「ワクワクに突き進もう」を、常に生徒に伝えている。

岩手県立葛
くず

巻
まき

高校　抱石鉄也

先生なら、
どうしますか？
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https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。

印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　撮影協力／荒川　潤、筒井岳彦、鍋坂樹伸、
ヤマグチイッキ　イラスト協力／伊藤美樹、カモ
※本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。
※本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。 　©Benesse Corporation 2023
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図１ 通信インフラの高速化とデータ流通の進展

図２ 日本のＩＣＴ市場の動向 図３ 世界の生成ＡＩの市場規模

図４ 世界のメタバース市場規模
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85 年頃
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1995 年頃

1995 〜 2005 年頃 2005 〜 2015 年頃 2015 年〜

国際情勢
•AT&T
　分割

• 冷戦構造終焉
• 技術・研究費等

の民間へ還流

•ＷＴＯ発足と中国の加盟
•Windows95販売
• プラットフォーマーの

誕生

• iPhone 発売
•モバイル向けアプリケーション
　・サービスの拡大
• プラットフォーマーの
　影響力増大

• 国際情勢の複雑化
• COVID-19の世界的流行
• 地球温暖化の深刻化

通信／
データ
流通

サービス・
端末等の
高速化・
多様化

1G 2G 3G 4G 5G Beyond 5G
通信自由化

固定電話中心
市場の競争進展

Web1.0

初期パソコンの
普及の始まり

日常生活・ビジネスへの
浸透 ＩＣＴの活用による新たな生活様式

Web2.0
Web3.0

ネットワークの高速化・大容量化の進展

サービス・端末等の高速化・多様化
ＡＩの進化 生成ＡＩパソコン通信 ＡＤＳＬ（定額制） imode・EZweb クラウドサービス テレワーク

民間ＩＳＰ登場 ＳＮＳ ネット動画 オンライン授業 メタバース

携帯電話とインターネットの
普及（初期）

スマートフォンの
急速な普及

携帯電話の多機能化
ブロードバンドの普及

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ

物
事
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る
Ｄ
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2022 年度 前年比

IＣＴ市場規模（支出額） 27.2 兆円 +5.2％

デジタル広告市場規模 3.1 兆円 ＋ 13.7％

動画配信市場規模 5,305 億円 ＋ 15.0％

メタバース市場規模
（売上高） 1,825 億円 ＋ 145.3％

データーセンターサービス（＊１）

市場規模 2.0 兆円 ＋ 15.3%

クラウドサービス市場規模
（売上） 2.2 兆円 ＋ 29.8％

インターネットトラヒック（＊2） 29.2Tbps +23.7％

ここまでできる！ 情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン

＊１　顧客企業の情報システムを、情報サービス事業者のデータセンター内で運用監視するサービス。　＊２　インターネットを通じて送受信される情報量。
※図１〜４　総務省「令和５年版　情報通信白書」を基に編集部で作成。

# ICT　#１人１台端末　#生成ＡＩ　#情報活用能力

2022年

2030年

0 （兆円）5 10 15

1.2兆円

14.2兆円

CAGR（年平均成長率）
35.6%

2022年

2030年

0 （億ドル）2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

655.1億ドル

9,365.7億ドル

©KanawatTH

0-01-J-23302-001 2023 年度 VIEW next 高校版 12 月号 2 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

12/06
下村 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

 高校版  2023 December 2

P02-03_view-next-koukou-12g.indd   2P02-03_view-next-koukou-12g.indd   2 2023/12/06   16:512023/12/06   16:51



　1995年、「Windows95」の登場によって、日本社会においてもインターネットが急速に普及しました。ただ当
時は、ホームページの閲覧など、大多数の人が受信者である、一方向の情報・データのやり取りに過ぎませんでした。
しかし、2005年前後にＳＮＳや動画投稿サイトが登場したことで、誰もが発信者になれる時代となり、不特定多
数の人の間で情報・データが相互に行き交うようになりました。さらに、スマートフォンの急速な普及、５Ｇへの
進化によって情報・データのやり取りはより一層大容量化・高速化し、日常生活やビジネスに大きな変化をもたら
しました（図１）。日本の情報・データに関する市場の拡大（図２）からも分かるように、今後もその流れは続くもの
と考えられます。それを予兆することの１つが、生成ＡＩの技術の急速な発展です。22年に登場した「ChatGPT」
は世界に大きな衝撃を与えました。生成ＡＩやメタバース等の技術の進化は、その市場規模の予測（図３・４）か
ら考えてもまだまだ続くことでしょう。つまり、私たちはますます多くの情報・データに囲まれた社会を生きてい
くことになります。それは教育の世界も例外ではなく、むしろ生徒が社会に出た時に、情報・データに正しく向き
合い、それらをよりよく活用できるよう、必要な資質・能力を学校教育において育成することが一層求められるも
のと思われます。生徒は、そして教師は、情報・データをどう利活用していくとよいのか－実践者とともに考えた
本特集を、その指針の１つとしてお役立てください。　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

ここまでできる！ 情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン

特集

  P. 4	 課題整理

	 	 実践者が語る　教育における情報・データの利活用の可能性とは
  埼玉県立朝霞高校　定時制課程　浅見和

かずとし

寿　／　静岡県立静岡東高校　神
かみ

谷
や

隼
とし

基
き

  高知県・私立土佐塾中学・高校　藤澤佑介　／　Classi株式会社　林部貴
たかあき

亮

  P. 10	 実践事例 生徒の利活用

	 	 課題解決につながる情報活用能力を、
	 	探究学習を軸として実践的に育成
	 	 岡山県立林野高校

   P. 13	 実践事例 教師の利活用

	 	 生徒の学習状況を把握し、
	 	自走力と思考力を育む指導を追求
	 	 福岡県・私立九州国際大学付属高校
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林
部
　ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
・
デ
ー
タ
が

拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。

神
谷
　デ
ジ
タ
ル
教
材
や
学
習
に
関
す
る
動

画
な
ど
が
多
種
多
様
に
登
場
し
た
こ
と
で
、

学
び
方
の
選
択
肢
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。自
分
に
合
っ
た
学
習
法
を
誰
も
が
見
つ

け
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浅
見
　学
校
外
で
も
学
び
を
展
開
し
や
す

く
な
り
、
登
校
で
き
な
い
状
態
の
生
徒
も
リ

モ
ー
ト
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
上
で

も
意
義
の
あ
る
変
化
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

藤
澤
　生
徒
は
、
複
数
の
デ
バ
イ
ス
を
場
所

や
時
間
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
文
化
祭
の
運
営
で
は
、

生
徒
は
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
カ
レ
ン
ダ
ー

を
共
有
し
て
進
捗
を
管
理
し
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
会
議
を
し
て
、
そ
の
議
事
録
を
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

生
徒
自
ら
大
人
顔
負
け
の
合
理
化
・
効
率
化

を
図
り
、
活
動
の
進
行
が
速
く
な
り
ま
し
た
。

林
部
　先
生
方
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
ど
の

よ
う
に
教
育
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

藤
澤
　本
校
で
は
、
課
題
の
提
供
や
テ
ス
ト

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
て
、
課
題

の
進
捗
状
況
や
テ
ス
ト
の
点
数
な
ど
の
デ
ー

タ
は
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
１
）。
プ
リ
ン
ト
の
時
代
は
、
課
題
の
未

提
出
者
に
提
出
を
促
す
指
導
に
終
始
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進

捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
こ
こ
ま
で
で
き
て

い
た
ね
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
を
か
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
計
画
通
り
に
課
題
に
取
り
組

ん
だ
生
徒
ほ
ど
好
成
績
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
課
題
の
効
果

を
検
証
し
や
す
く
な
り
、
根
拠
を
示
し
て
、

課
題
に
取
り
組
む
重
要
性
を
生
徒
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

林
部
　デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、課
題
を
出

し
や
す
く
な
っ
た
点
は
評
価
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、機
械
的
に
課
題
が
出
さ
れ
る
と
、学

静岡県立静岡東高校

神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

同校に赴任して４年目。
情報管理課主任。数学科。

学校概要は７ページ

埼玉県立朝霞高校　定時制課程

浅
あ さ

見
み

和
か ず と し

寿 
同校に赴任して３年目。教務主任。

探究委員長。国語科。
学校概要は６ページ

高知県・私立土佐塾中学・高校

藤
ふ じ さ わ

澤佑
ゆ う す け

介
同校に赴任して17年目。

受験指導室付・総合学習主任。英語科。
学校概要は５ページ

Classi株式会社 取締役

林
はやし

部
べ

貴
たかあき

亮
学校向けサービスClassi の

マーケティング責任者

実践者が語る　教育における
情報・データの利活用の可能性とは

ＩＣＴを積極的に活用して教育活動を行う教師３人が、情報・データの利活用に関する自身の実践を紹介。
学校教育において情報・データを利活用する利点や課題について、

学校教育のクラウドサービスを提供する企業の担当者を交えて語り合った。

課題整理

学
び
方
の
選
択
肢
が
拡
大
。

生
徒
は
大
人
顔
負
け
の
活
動
を
展
開

課
題
の
進
捗
の
把
握
が
容
易
に
。

声
か
け
が
具
体
的
に
な
っ
た

ここまでできる！　

情報・データの
活用実践と
その効果
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習
意
欲
を
削
が
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て

も
、そ
う
し
た
点
に
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
設

計
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
澤
　
中
学
３
年
次
の「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」で
は
、無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
株
式
学

習
ゲ
ー
ム
で
株
式
の
模
擬
売
買
を
行
っ
て
い

ま
す（
図
２
）。
生
徒
は
授
業
外
で
も
企
業
の

事
業
内
容
や
業
績
を
調
べ
る
な
ど
、
社
会
の

動
き
に
敏
感
に
な
り
ま
し
た
。
教
室
内
外
か

ら
生
き
た
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
た
学
び
で
す
。
社
会
や
経
済

に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
活
動
は
、
将
来
像

を
描
く
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

浅
見
　
私
は
、国
語
と「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」が
連
携
し
た
単
元
で
、生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
ま
し
た
（
Ｐ
．６
図
３
）。
そ
れ
は
、
生
徒

に
「
本
校
を
よ
く
す
る
た
め
に
、生
徒
が
す

べ
き
こ
と
」に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
た
後
、同

じ
テ
ー
マ
で
、生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
意
見

と
私
が
作
成
し
た
意
見
を
、作
成
者
を
伏
せ

て
示
し
、生
徒
に「
学
校
の
こ
と
を
最
も
よ
く

考
え
て
い
る
意
見
」を
選
ば
せ
る
活
動
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
意
見
は
、
不
自
然
さ
を
感
じ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

人
間
の
意
見
と
注
意
深
く
比
べ
て
両
者
の
違

以前は……プリントの提出状況のみを把握して、未提出者を
放課後に残して課題に取り組ませる指導になりがちだった。

　↓

今は……生徒一人ひとりの課題の進捗状況を詳細に把握する
ことができるようになったことで、声かけが「課題を提出させ
るためのもの」から「学習の進捗が分かるからこそできるポ
ジティブなもの」に変化。

取り組み状況とテストの点数との関連を検
証。きちんと取り組んでいる生徒は点数が
高いことが証明され、課題に取り組む意義
を明確に示すことができるようになった。

無料で利用できる株式学習ゲーム（＊１）
を活用して、株式の模擬売買に取り組む。
株式売買をするための企業研究を通じ
て、社会や経済についての自分の関心を
見いだすといったねらいの下、キャリア
教育の一環として行っている。
【生徒の様子】
•インターネットで調べた情報を書籍で

確認したり、書籍で知ったことをイン
ターネットで深く調べたりしている。

•企業の事業内容や業績など、生きた
データにいつでもアクセスできるため、
授業外でも熱心に取り組んでいる。

藤澤先生の実践 生徒への声かけや探究学習に情報・データを活用

＊１　日本証券業協会と日本取引所グループが主催する、株式の模擬売買のシミュレーション教材。

概要
•株式学習ゲームで、1000万円を２〜４人のチームでどこまで増やせるかにチャレンジ。
•応援したい企業を１社選び、その企業のウェブサイトや株価の推移、その背景となる

ニュース記事などを調べて、その企業の魅力が伝わるプレゼンテーションを行う。

ねらい
•株価の値動きを見ることで、企業が社会から評価される観点を知る。
•１つの企業の活動を深く掘り下げていくことで、社会がどう動いているかを知る。
•企業の想いに触れて、自分がどんな事柄に心が動かされるのかを知る。

本質的な問い •企業がつくろうとしているのは、どんな未来なのだろう？

プロダクト

•次の内容を踏まえて、自分が選んだ企業の魅力が伝わるようなプレゼンテーション動
画を作成する。
日本の上場企業を１社選ぶ／企業理念の紹介／企業活動の紹介（網羅的でなくてよい）
／株価の推移とその背景の分析（関連ニュースを参照）／７分間以内

※藤澤先生の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 生徒の課題の進捗状況を把握

図２「推し企業研究プロジェクト」（中学３年次「総合的な学習の時間」）

※学校提供の、学習ツール「Monoxer」（モノグサ株式会社）の画面を一部加工。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

高知県・私立土佐塾中学・高校
設立　1987（昭和62）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約180人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大
は、北海道大、神戸大、岡山大、広島大、
高知大、高知県立大、高知工科大など
に45人が合格。私立大は、青山学院大、
慶應義塾大、明治大、早稲田大、同志
社大、立命館大、関西学院大などに延
べ355人が合格。

生
成
Ａ
Ｉ
で
、教
材
や
指
導
案
を

効
率
よ
く
効
果
的
に
作
成

生徒一人ひとりの課題の進捗状況を
詳細に把握することができるので、
課題を提出させる指導ではなく、
学習改善に向けた具体的な声かけが
できるようになりました。

藤澤
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い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
は
人

間
が
考
え
る
意
味
を
理
解
し
て
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

授
業
で
は
、「
学
校
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て

い
る
」「
内
容
が
具
体
的
で
、本
気
で
学
校
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
」と
い
っ
た
理
由
で
、多

く
の
生
徒
が
人
間
の
意
見
を
選
び
ま
し
た
。

神
谷
　
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
指

導
案
の
作
成
で
す
（
図
４
）。「
問
題
解
決
型

学
習
」「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー（
＊
２
）

に
沿
っ
た
課
題
」
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る

と
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
条
件
に
沿
っ
て
複
数
の
提

案
を
し
て
く
れ
ま
す
。
汎
用
性
が
高
い
も
の

が
数
分
間
で
で
き
る
の
で
、
目
の
前
の
生
徒

に
合
わ
せ
て
練
り
上
げ
る
こ
と
に
時
間
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
か
ら
指
導
案
を

作
成
す
る
よ
り
も
圧
倒
的
に
効
率
が
よ
く
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
提
示
す
る
情
報
に
は
、
自
分
に

は
な
い
発
想
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
指
導
の
幅
が
広
が
る
と
い
う
の
も
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
利
点
の
１
つ
で
す
。

　
ま
た
、
校
内
の
会
議
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

生
成
Ａ
Ｉ
で
行
い
ま
し
た（
図
５
）。
自
分
で

は
想
定
が
難
し
い
異
な
る
立
場
か
ら
の
意
見

を
知
る
こ
と
で
、
実
際
の
会
議
で
意
義
あ
る

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
で
き
ま

す
。現
在
は
個
人
で
試
行
し
て
い
ま
す
が
、プ

ロ
ン
プ
ト（
＊
3
）の
共
有
は
容
易
な
の
で
、再

現
性
の
高
い
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●授業後の生徒の振り返り
• ＡＩを導入すると、文章を作成する際に、非常に参考

になると分かった。ただ、どのような文章がなぜよい
のかを判断できる力がないと、うまく活用できないの
だろうと思った。

• ＡＩが作成した文章は、どこか感情がなく、他人事の
ようだと感じた。どうして感情がないと感じられたの
か、文章を突き詰めて分析し考えたい。

※浅見先生の提供資料を基に編集部で作成。

国語と「総合的な探究の時間」の教科横断の単元として
計画を立てた。

＊２　教育目標を分類・評価する枠組み「ブルーム・タキソノミー」をデジタル化に応じて拡張・再解釈したもので、2007 年に Andrew Churches により提案された。
＊３　コンピューターの操作時に入力や処理を促すメッセージや記号のことで、生成ＡＩの利用においてはユーザーが入力する指示や質問のことを指す。

●「本校をよりよく改善するために、生徒がすべきことは何か」の３つの意見
作成者を伏せて生徒に提示し、学校のことを最もよく考えている意見を選ばせた。
◎意見１（生成ＡＩ「ChatGPT」で作成）

◎意見２（生成ＡＩ「Perplexity」で作成）

◎意見３（生徒から挙げられた意見を基に、浅見先生が作成）

浅見先生の実践 生成ＡＩを活用して教材を作成

●単元計画（全５時間）
時間 取り扱う内容・学習活動

１
国語「他者を理解するということ」
素材文を段落ごとに読んでいくことで、素材
文全体を理解することができる

２
「総合的な探究の時間」
朝霞高校をよりよくしていくためには、どの
ような課題があるか

３
国語「私たちの高校をよりよくするための最初
の一歩目は何だろう」（知識構成型ジグソー法）

４
ChatGPT、Perplexity、教師からの意見も集
めて比較する

５
自身の問題解決について、実際に実行させる
ための行動を考える

図３ 単元計画と授業で生徒に提示した３つの意見

生徒が朝霞高校の定時制を改善するためにすべきことは次の通りです。
❶ルールに従うこと : 学校のルールと時間割を正確に順守することが大切です。生徒

は授業開始時間にいつでも準備ができている必要があります。
❷準備をすること : 生徒は授業に必要なものをすべて持っていくようにし、早めに学

校に着くよう努力しましょう。
❸学校と協力すること : 生徒は学校側と協力することで、授業のスムーズな進行や定

時制の維持に役立つことができます。
❹フィードバックをすること : 定時制に関する問題や改善提案があれば、学校や教師

にフィードバックをすることが大切です。
これらのステップを実行することで、生徒は朝霞高校の定時制をよりよくすることが
できます。

朝霞高校の定時制を改善するために、生徒は学校づくりに参加し、新しい教育制度の
提案を行うことができます。また、単位制を導入して「生徒の学びを深化させる授業」
を実施することも有効です。さらに、現地見学などの外部学習プログラムに参加して、
文化や歴史などの知識を得ることも有益です。

朝霞高校の定時制をよりよくするためには、まずその課題が何なのかを明確にする必
要があると思います。生徒や教師にアンケートを取り、その課題を見極め、どのよう
なアプローチをするのか考えます。現状で言えば、一部の生徒ではあるものの、遅刻
や欠席について課題があり、主体性のなさからくる不活発さなどが挙げられます。し
かし、教師に対しても課題があり、生徒とのコミュニケーションがよく取れていない
ままに教育をしている側面もあります。学校施設においては、生徒が気持ちよく学習
ができるような環境を整えていくことができるとよいと考えます。すべてにおいて生
徒が一番にやらないといけないのは、自ら声を上げ、教師とコミュニケーションを取
りながら問題を解決していくことです。

この授業で生成ＡＩを活用

埼玉県立朝霞高校　定時制課程
設立　1966（昭和41）年
形態　全日制・定時制／普通科／共学　
2022 年度卒業生進路実績（定時制）　
４年制大は、十文字学園女子大、城西大、
東京国際大、嘉悦大に延べ４人が合格。
専門学校進学２人。就職５人。

生成ＡＩを活用することで、
生徒が考えを深められる
精度の高い教材を作成しやすくなり、
生徒の学習意欲の向上に
つながりました。

浅見
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①課題作成のための条件とその作成手順の作成方法を入力。

●神谷先生が ChatGPTに入力したプロンプト（抜粋）
②さらに、ChatGPTに生徒の解答例と授業の手順書を作成させた。

●ChatGPTが作成した指導案（抜粋）

●神谷先生がChatGPTに入力した手順書作成のプロンプト

●ChatGPTが作成した手順書（抜粋）

●ChatGPTが作成したロールプレイ（抜粋）●神谷先生が ChatGPTに入力したプロンプト（抜粋）

●神谷先生が完成させた指導案（抜粋）

※神谷先生の提供資料を基に編集部で作成。

神谷先生の実践 生成ＡＩを活用した指導案の原案の作成と会議のロールプレイ

図４「数学Ⅰ」の三角比の単元で、指導案を作成した手順

図５ 会議の議論を生成ＡＩでロールプレイ

本時の目標 三角比の理論的な理解を深め、それを実際の問題の解決
に適用することができる

授業の流れ 測定結果をまとめる→相互評価→リフレクション

期待される
生徒の姿
（何ができる
ようになっ
たか）

•三角比の基本的な理解を基に、それを利用して具体的
な問題（この場合、木の高さの測定）を解決できる。

•フィールドワークの経験を通じて、理論と現実の問題
解決との関連性を理解し、自己主導的に学習を進める
能力を持つ。

•グループでの作業を通じて、協力し、コミュニケーショ
ンを取り、計画を立て、役割を果たすといったチーム
ワークスキルを習得する。

ChatGPTに、会議のシミュレーションをしたいことや会議の参加者
の属性、議題などを入力し、ロールプレイをさせた。

ロールプレイの結果を見て、異なる立場からの意見を知ることで、
事前に自分の考えを深めておくことができる。

③ ChatGPTが作成した指導案を、生徒の実態に応じて推敲。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

静岡県立静岡東高校
設立　1963（昭和38）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約 280人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大
は、北海道大、東北大、筑波大、千葉大、
一橋大、横浜国立大、静岡大、名古屋大、
大阪大などに139人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科
大、明治大、早稲田大、同志社大など
に延べ96人が合格。海外大学進学１人。

生成ＡＩの活用によって、授業準備を
効率よく進められるようになりました。
生徒と向き合う時間を
十分確保できるようになったことも、
大きな成果です。

神谷
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因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
徒
が
「
生
成
Ａ
Ｉ
に
聞
い
た
方
が
早

い
」
と
言
っ
た
時
に
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
が
提

供
す
る
情
報
を
吟
味
で
き
る
力
が
必
要
だ
よ

ね
」
と
、
生
徒
に
自
分
で
考
え
る
よ
う
促
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

林
部
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
る
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
に

よ
っ
て
よ
り
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す（
図

６
）。ま
た
、文
部
科
学
省
が
２
０
２
３
年
７

月
に
公
表
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
＊
７
）に
は
、情
報
の
真
偽

は「
最
後
は
⾃
分
で
判
断
す
る
と
い
う
基
本

姿
勢
が
必
要
」と
記
さ
れ
た
ほ
か
、「
フ
ィ
ル

タ
ー
バ
ブ
ル
」「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
」
と

い
っ
た
現
象
に
子
ど
も
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
７
）。

浅
見
　思
考
力
・
判
断
力
の
育
成
や
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

例
え
ば
、
示
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
誰
の
利
益

に
な
る
の
か
を
考
え
る
活
動
は
、
情
報
の
真

偽
を
見
抜
く
力
を
養
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

藤
澤
　
統
計
デ
ー
タ
は
必
ず
一
次
情
報
を
確

認
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、「
な
ぜ
、

そ
う
読
み
取
れ
る
の
か
」「
本
当
に
そ
う
言

え
る
の
か
」
な
ど
と
問
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

神
谷
　
専
門
性
を
持
つ
教
師
が
、
生
徒
が
活

用
し
よ
う
と
す
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
意
味
を

問
い
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。
生
徒

が
情
報
・
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る

林
部
　
様
々
な
実
践
を
す
る
中
で
、
課
題
に

感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

藤
澤
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
情
報
を

得
ら
れ
る
か
ら
か
、
生
徒
は
答
え
が
出
な
い

と
、
考
え
る
こ
と
を
以
前
よ
り
も
早
く
諦
め

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
文
字
を「
入
力
」「
消
去
」す
る
よ
う
に
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
は
間
違
っ
て
も
や
り
直
し
が

し
や
す
い
か
ら
か
、
成
果
物
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

神
谷
　
ゼ
ロ
か
ら
何
か
を
生
み
出
す
粘
り
強

さ
は
薄
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
速
く
回
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
よ
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

浅
見
　
生
徒
は「
タ
イ
パ
」（
＊
６
）重
視
の

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
思
考
が
浅
く
な
る
要

※総務省「令和５年版　
情報通信白書」を基に
編集部で作成。

※文部科学省「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライン」（2023 年７月）を基に編集部で作成。

＊４　「ディープラーニング」と「フェイク」を組み合わせた造語で、AI によるディープラーニングを用いて、リアルで高精細な映像を人工的に合成する技術のこと。　
＊５　「Stable Diffusion」「Midjourney」ともに、生成ＡＩが入力したテキストを基に画像を作成するサービス。
＊６　タイムパフォーマンスの略で、時間対効果のこと。　＊７　文部科学省「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライン」。

年 エリア 内容

2022 日本
静岡県の台風による洪水被害に関して、「Stable Diffusion」（＊５）を利用して偽の画像が作成され、Twitter

（現：Ｘ）に投稿された

2023
米国

アメリカのバイデン大統領が第３次世界大戦の開始を告げる動画を、政治活動家が作成。作成者は生成ＡＩ
で作成した旨を説明していたが、多くの人がその説明をつけないまま、動画を拡散した

米国
ベリングキャットの創設者が、アメリカのトランプ前大統領が逮捕される偽画像を「Midjourney」（＊５）
を使用して作成・公表し、Twitter（現：Ｘ）で拡散した

図６ ＡＩやディープフェイク（＊４）を利用した偽・誤情報の事例

図７ インターネットの特性による、接する情報が偏ってしまう現象

フィルターバブル現象
自分の好む情報だけに囲まれ、

多様な意見から隔離されやすくなる

エコーチェンバー現象
同じような意見が、閉ざされた空間の中で反響して

大きくなっていく

生
徒
に「
な
ぜ
」と
問
い
続
け
、

情
報
を
吟
味
す
る
力
を
養
う

情報・データ利活用が
拡大する中で

学校・教師が
持つべき視点

情報・データの利活用による懸念
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よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
と

し
て
も
自
分
で
気
づ
け
る
は
ず
で
す
。

林
部
　
様
々
な
情
報
・
デ
ー
タ
を
正
し
く
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
各
教
科
の
知
識・

技
能
や
見
方
・
考
え
方
が
あ
っ
て
こ
そ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
観
点
で
も
教

科
指
導
は
重
要
だ
と
言
え
ま
す
ね
。

林
部
　
教
師
間
で
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
差
が
生
じ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
次
々
と
登
場
し
、
更
新
さ
れ
続
け
る
機

能
に
追
い
つ
け
な
い
と
い
う
声
も
、
先
生
方

か
ら
伺
い
ま
す
。

藤
澤
　
本
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
共
有

す
る
た
め
の
校
内
研
修
を
頻
繁
に
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
教
師
間
の
対
話
が
活
発

に
な
り
、
教
職
歴
に
と
ら
わ
れ
ず
に
情
報
交

換
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

学
校
文
化
の
醸
成
が
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
差
を

埋
め
る
解
決
策
の
１
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浅
見
　
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
機
能
が
出
て

き
て
も
、
す
べ
て
に
対
応
す
る
必
要
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
使
わ
な
け
れ
ば
役
立

つ
機
能
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、私
は
気
に

な
る
も
の
は
試
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

林
部
　
今
後
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

関
し
て
、
学
校
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
は
ど

う
あ
る
と
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

神
谷
　
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
進
む
と
、

例
え
ば
、
教
師
間
で
優
れ
た
プ
ロ
ン
プ
ト
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
案
を
磨
き
合
う

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
授
業
改
善

を
推
進
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
が
情
報
・
デ
ー
タ
を
利
活
用
で
き
る
と
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
一
層
加
速
す
る
で

し
ょ
う
。
自
分
の
興
味
や
状
態
に
応
じ
て
好

き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
学
び
方
で
学
び
を
深
め

て
い
け
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
変
化
を
受

け
入
れ
る
姿
勢
が
、
学
校
に
は
求
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
澤
　
情
報
・
デ
ー
タ
の
真
偽
や
価
値
を
判

断
す
る
資
質
・
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
多
様
な
体
験
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
者
と
交
流
す

る
中
で
こ
そ
起
き
る
心
の
動
き
や
、
人
間
性

を
豊
か
に
す
る
リ
ア
ル
な
体
験
の
価
値
を

も
っ
と
重
視
し
て
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
見
　
生
徒
は
容
易
に
情
報
を
手
に
入
れ
、

好
き
な
こ
と
を
突
き
詰
め
ら
れ
る
環
境
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
、多
様
な
友
人
や
教
師
と

話
し
た
り
、授
業
で
学
ん
だ
り
す
る
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。そ
の
両

方
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
る
学
校
で
あ
っ
て
こ

そ
、生
徒
の
世
界
を
広
げ
、よ
り
豊
か
な
人
生

を
築
く
場
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教師・生徒がともに情報・データを積極的に活用する2校の実践を、次ページから紹介

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

教師が利活用する上での課題と
持つべき視点

生徒が利活用する上での課題と
持つべき視点

◎ＩＣＴリテラシーの差が、指導の差
につながってしまう

→校内研修で情報交換。教師間で対
話する風土の醸成を

◎ＩＣＴツールのアップデートが早く、
追いつけない

→まずは、使ってみる。ただし、目的
と手段を履き違えない

◎すぐに答えを求める傾向にあり、情報
やデータを批判的に捉える意識が低い

→教師は専門性を生かして、生徒に「な
ぜ」と問う。情報を吟味することがで
きる資質・能力を育む教科指導も重要

◎好きなことを突き詰めやすくなった半
面、接する情報に偏りが生じてしまう

→学校という場だからできる、多様な友
人や教師との交流や、授業での学びか
ら得られる気づきを大切に

情
報
と
体
験
の
両
方
に
よ
っ
て
、

生
徒
の
世
界
は
広
が
る

情報・データを利活用する上での課題と、持つべき視点
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岡
山
県
立
林
野
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
年
次
進
行
で
導
入

し
、
21
年
度
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
「
１
人

１
台
端
末
活
用
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
て
き
た
。
文

部
科
学
省
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル

事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
23
年
度
は
、「
日

本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
校
と
し

て
、
様
々
な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
」

を
重
点
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
て
、
取
り
組
み

の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
生
徒
も
教
師
も
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
る
同
校
は
、
生
徒
が
情
報
・
デ
ー
タ

を
深
い
学
び
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い

で
い
る
。
そ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
土

台
と
な
る
の
が
「
情
報
Ⅰ
」
だ
。
他
教
科
や

総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
連
携
を
意
識
し

て
、
１
年
次
１
学
期
か
ら
、
官
公
庁
の
統
計

デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
、
グ
ラ
フ
の
特
徴
を

読
み
取
っ
た
り
、デ
ー
タ
の
特
徴
を
分
か
り

や
す
く
表
す
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
り
と
、デ
ー 

タ
の
捉
え
方
や
可
視
化
の
方
法
な
ど
を
指
導

し
て
い
る
（
図
１
）。
情
報
科
の
酒
本
真
一

郎
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
習
指
導
要
領
に
は
、
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
、
情
報
活

用
能
力
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本

校
の
生
徒
は
グ
ラ
フ
を
読
み
解
く
こ
と
を
苦

手
と
し
て
い
た
り
、
各
教
科
で
グ
ラ
フ
を
読

み
解
く
活
動
は
あ
っ
て
も
、
グ
ラ
フ
を
作
成

す
る
活
動
が
少
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
状
況

で
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
受
け
取
り
方
に
よ
っ

て
意
味
や
価
値
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
分
が
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
分
析
し
た
こ

と
を
、
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」

● グラフを読み取る力を育成する問題
•官公庁の白書に記載されている資料やデータから読み取れることを、

選択肢の中から選ぶ（授業の冒頭の５〜８分間で取り組む）。

● データの特徴を分かりやすくするグラフを作成する問題
•家計調査の品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング

のデータをグラフ
化し、そこから推
測できることを考
察する。

図１ 「情報Ⅰ」で行う情報活用能力を育成する活動例

＊学校資料を基に編集
部で作成。

生徒の考察

２
年
次
主
任

山
田
雅
之 

や
ま
だ
・
ま
さ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
国
語
科
。

進
路
指
導
課
長

瀬
田
幸
一
郎 

せ
だ
・
こ
う
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
理

科
（
化
学
）。

教
務
課

酒
本
真
一
郎 

さ
か
も
と
・
し
ん
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
情
報

科
、
商
業
科
。

１
年
次
主
任

石
井
大
祐 

い
し
い
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
地
理
歴
史
科
（
日

本
史
）。

３
年
次
主
任

日
裏

　耕 

ひ
う
ら
・
こ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
保
健

体
育
科
。

課題解決につながる情報活用能力を、
探究学習を軸として実践的に育成

岡山県立林野高校
「私は授業を持ち歩く」をコンセプトに、ＩＣＴの活用を推進している岡山県立林野高校。

生徒は、学習の基礎となる情報活用能力をどのように身につけ、
授業や部活動などで情報・データをどのように活用して学びを深めているのか、その実践を紹介する。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
注
力
す
る

１
人
１
台
端
末
活
用
の
先
進
校

設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
鳥
取

大
、
岡
山
大
、
香
川
大
、
島
根
県
立
大
、
周
南
公
立
大
に

８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、
立
命
館
大
、

龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、

岡
山
理
科
大
、
就
実
大
な
ど
に
延
べ
１
２
４
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
40
人
。
就
職
10
人
。

学
校
概
要

生徒の利活用
実践事例

教師の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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生
徒
が
情
報
活
用
能
力
を
大
き
く
伸
ば
す

活
動
が
、
１
〜
３
年
次
の
総
合
的
な
探
究
の

時
間
と
、２・３
年
次
の
学
校
設
定
教
科「
み 

ま
さ
か
学
」だ
。い
ず
れ
も
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー 

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

生
徒
が
課
題
を
設
定
し
て
、
課
題
の
解
決
策

を
地
域
に
提
案
・
実
践
す
る
探
究
学
習
に
取

り
組
む
教
科
だ
。

　
み
ま
さ
か
学
担
当
の
石
井
大だ

い
す
け祐
先
生
は
、

探
究
学
習
に
お
け
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
活
用

の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　「
生
徒
が
設
定
す
る
課
題
は
、『
美
作
市
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
』
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
課
題
の
解

決
策
を
根
拠
に
基
づ
い
て
立
案
す
る
こ
と
も

苦
手
で
す
。
課
題
に
も
解
決
策
に
も
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
は

生
徒
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
し
、
納

得
す
れ
ば
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
く
れ

ま
す
。
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
、
生
徒
は
探
究

学
習
を
通
し
て
身
を
も
っ
て
理
解
す
る
の
で

す
」

　
現
在
は
人
口
や
産
業
、
観
光
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
＊
１
）
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
２
年
次
の
「
み
ま
さ
か
学
Ⅰ
」

で
は
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ

ス
テ
ム
）」
で
人
口
動
態
や
経
済
循
環
図
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
デ
ー
タ
分
析
の
視
点

や
方
法
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
る
（
図
２
）。

そ
の
中
で
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
正
し
く
読
み

取
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
課
題
を
設
定
し

た
り
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
へ
の
提
案
を
考

え
た
り
と
、
生
徒
は
自
分
の
行
動
の
根
拠
や

手
段
と
し
て
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
美
作
市
へ
の
提
案
を

見
て
い
こ
う
。「
空
き
家
の
再
生
」
を
課
題

に
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
市
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
点
に
着
目
。

社
会
生
活
基
本
調
査
や
国
勢
調
査
の
結
果
か

ら
も
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
増
加
中
だ
と
分
か
っ

た
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
だ
け
で
は
解
決
策
を

立
案
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
意
見
を
基

に
、
空
き
家
を
カ
フ
ェ
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

す
る
計
画
を
立
て
た
（
図
３
）。
そ
の
提
案

は
見
事
、
市
に
採
用
さ
れ
た
。

　
２
年
次
主
任
の
山
田
雅
之
先
生
は
、
生
徒

に
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る
プ
ロ
セ

ス
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
の
過
程
で
は
、『
な
ぜ
、
観
光
客
の

増
加
が
見
込
め
る
の
か
』
な
ど
と
、
教
師
は

生
徒
に
『
な
ぜ
』『
ど
う
し
て
』
と
徹
底
的
に

問
い
か
け
ま
す
。
生
徒
は
、
私
た
ち
か
ら
の

問
い
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
採
算
が
合

わ
な
い
か
ら
と
企
業
か
ら
提
案
が
却
下
さ
れ

る
シ
ビ
ア
な
経
験
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
の
重

要
性
を
強
く
実
感
し
ま
す
」

＊１　機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルールに基づいて公開されたデータのこと。国や自治体が公開する人口や経済、教育などに関する統
計データ、大気汚染や水質、気候などに関する環境データ、交通量や交通事故などに関する交通データなど、様々なデータが公開されている。

図２「みまさか学」での情報活用能力の育成

＊図２・３ともに、学校資料を
基に編集部で作成。

国勢調査などから
課題を考察

市の施策を調べて、
解決策の方針を立てる

ターゲットに聴き取り
調査し、需要を探る

データの分析とフィール
ドワークの結果を総合
して解決策を立案

図３「空き家の再生」を課題にしたグループの提案

美作市と他地域の人口動態や経済
循環図を比較する活動を通じて、
データから課題を捉える方法を学ぶ

地域の人たち
に提案

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

探究学習で
データを
駆使して

地域の課題を
解決

「
な
ぜ
」と
根
拠
を
問
わ
れ
る
中
で

デ
ー
タ
の
重
要
性
に
気
づ
く
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生
徒
に
よ
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
が

進
む
ほ
ど
重
要
に
な
る
の
が
、
情
報
モ
ラ
ル

の
育
成
だ
。
特
に
、
調
べ
学
習
な
ど
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は

情
報
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
重
要
性
を
生
徒

に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。

　
山
田
先
生
は
、
担
当
す
る
国
語
の
授
業
で
、

『
山
月
記
』
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
を
問
い
に

し
た
。
考
察
の
方
法
の
１
つ
と
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
を
利
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
見
当
違
い
な
回

答
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
山
田
先
生
は
、「
君

た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
頼
り
に
し
て
い

る
け
れ
ど
、
出
て
く
る
情
報
は
必
ず
し
も
正

し
い
と
は
限
ら
な
い
。
情
報
を
う
の
み
に
せ

ず
、
自
分
の
知
識
や
思
考
力
、
洞
察
力
を
働

か
せ
て
、
正
し
く
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
だ
よ
」
と
伝
え
た
。

　「
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
す
べ
て
答

え
が
あ
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、情
報
を
読
み

解
く
た
め
の
自
身
の
知
性
を
高
め
る
必
要
性

を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
、学
び
の
意
欲
を
高
め

る
上
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

　
進
路
指
導
課
長
の
瀬
田
幸
一
郎
先
生
は
、

担
当
す
る
化
学
の
授
業
で
、
実
験
前
に
測
定

デ
ー
タ
の
仮
説
を
立
て
さ
せ
て
い
る
。

　「
実
験
の
結
果
、
仮
説
と
異
な
る
デ
ー
タ

が
出
た
場
合
、
仮
説
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、

実
験
に
不
備
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
を
考
え
さ

せ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
見
る
姿

勢
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
情
報
や
デ
ー
タ
を

扱
う『
み
ま
さ
か
学
』に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
ど
の
教
師
も
情
報
・
デ
ー
タ
を
利
活
用
で

き
る
よ
う
、
校
内
の
チ
ャ
ッ
ト
に
「
授
業
改

善
」
の
ス
レ
ッ
ド
を
設
け
、
情
報
・
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
盛
ん
に
共
有
し
て
い
る
。
教
科
独
自
の
ス

レ
ッ
ド
を
設
け
る
理
科
で
は
、
指
導
案
を
投

稿
し
て
助
言
を
求
め
る
と
い
っ
た
研
修
の
場

と
し
て
も
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
瀬

田
先
生
は
、
チ
ャ
ッ
ト
の
利
点
を
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
予
定
を
合
わ
せ
て
集
ま
っ
た
り
、
授
業

を
見
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ッ
ト
は
そ
う
し

た
制
約
が
な
く
、
気
軽
に
投
稿
で
き
る
の
で
、

教
師
間
の
や
り
取
り
が
増
え
ま
し
た
。
風
通

し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
に
役
立
ち
、
そ
れ
が

ま
た
、
相
談
や
悩
み
の
投
稿
の
し
や
す
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
を
築

い
た
こ
と
が
、
教
師
間
に
情
報
・
デ
ー
タ
の

利
活
用
が
浸
透
し
た
要
因
の
１
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
（
図
４
）」

　
同
校
に
異
動
し
て
き
た
教
師
は
、
最
初
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
法
に
戸
惑
う
が
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
質
問
し
な
が
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
く
。

　「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
目
ま
ぐ
る
し
く
更
新

さ
れ
る
中
、
学
校
全
体
の
情
報
活
用
能
力
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
平
準
化
を
図
る
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
で
す
」（
瀬
田
先
生
）

　練習の様子を動画で撮影してフォームなどを
確認するタブレット端末の活用は、どの部にも浸
透した。ほかにも、データの収集や集計などがし
やすくなったことで、野球部は、試合のスコアや
打率、出塁率といったデータを分析し、それを基
に、顧問と部員が一緒に戦術を練るようになっ
た。野球部顧問の日

ひ

裏
うら

耕
こう

先生は、次のように語る。
　「データの分析を始めてから、生徒も私も、長打
力があるから４番、俊足だから１番といった固定
観念がなくなり、データを基に、より勝利に近づ
く方策を考えるようになりました。授業でのデー
タの活用に加えて、生徒
が日頃の生活でデータ
を役立てる意識を持つ
機会となっています」

データの活用で変わる部活動

＊学校資料を基に編集部で作成。

図４ 組織的な実践を行うための留意点

総合的な活用
授業に限らず、ホームルーム活動や進路指導、部活動、校
務など、学校生活全般でのＩＣＴの活用が重要。また、休
み時間や放課後、自宅と、いつでもどこでも、自由に使え
ることが大切。

よさを実感
教師の活用促進には、使わざるを得ない環境も大切。例え
ば、毎朝の連絡事項はスプレッドシート（＊２）で共有。
会議の資料はクラウドにアップしてペーパーレス化。校内
研修ではジャムボード（＊３）で意見を出し合う。校務
でよさが実感できれば、「よし、授業にも使ってみようか」
という気持ちにつながる。

気軽に情報共有
自分の実践や手に入れた情報は、職員室内で気軽におしゃ
べりしながら共有できる雰囲気が大切。もちろん、朝礼や
職員会議、校内研修でも共有。月１回の職員会議後にミニ
研修を実施し、教師が授業実践を発表している。

“面白そう”をすぐ実行
あれこれやってみることを大切に。若手・中堅の教師が研
究・開発し、ベテランの教師が普及。面白いことはすぐ広
がる。もちろん、管理職の理解も重要。

＊２　Google が提供する、ウェブで共同編集が可能な表計算ツール。　＊３　Google が提供する、共同編集が可能なデジタルホワイトボードツール。

情報・データの利活用
に向けた

情報モラルの
育成と

情報共有の工夫

チ
ャ
ッ
ト
で
気
軽
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
、リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上

探
究
的
な
問
い
で

生
成
Ａ
Ｉ
の
限
界
を
知
る
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福
岡
県
・
私
立
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校

は
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
掲
げ
た

「『
時
代
が
求
め
る
新
し
い
力
の
習
得
』
の
た

め
の
授
業
改
善
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学
力

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
や
課
題
の
取
り
組
み

状
況
と
い
っ
た
情
報
・
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

生
徒
た
ち
の
自
走
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以

下
、ICTEIP
）
の
メ
ン
バ
ー
の
桑
野
健
太
郎

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
ア
メ
リ
カ
の
教
育
心
理
学
者
で
あ
る
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
に
よ
る
教
育
目
標

の
分
類
改
訂
版
（
＊
１
）
を
基
に
、
授
業
を

構
想
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
庭
学
習
を

始
め
と
す
る
授
業
外
学
習
で
、 
事
実
的
知
識

に
働
き
か
け
る
（
記
憶
・
理
解
す
る
）
活
動

を
行
い
、
授
業
内
学
習
で
は
、
概
念
的
知
識
　

に
働
き
か
け
る
（
応
用
・
分
析
す
る
）
活
動

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

『
授
業
で
は
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

育
成
す
る
活
動
を
行
う
の
で
、
知
識
・
技
能

は
授
業
外
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
』
と
明
確

に
伝
え
て
い
ま
す
」

　
授
業
外
学
習
は
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実

現
し
よ
う
と
、「Classi

（
＊
２
）」
内
の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
活
用
し
て
い
る
。「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
、
教
師
が
課
題
を

指
定
し
て
配
信
す
る
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
と
、
生
徒
が
目
標
に
向
か
っ
て
自
主

的
に
学
ぶ
「
生
徒
自
主
学
習
機
能
」
が
あ
る

が
、
桑
野
先
生
は
そ
の
2
つ
の
機
能
を
使
い

分
け
、
得
ら
れ
る
ロ
グ
を
分
析
・
活
用
し
て

生
徒
が
授
業
外
学
習
に
お
い
て
自
走
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
。

　
さ
ら
に
、ICTEIP 

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
三

好
規
夫
先
生
は
、M

icrosoft Form
s

を
活

用
し
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
生
徒
の

課
題
を
明
確
化
し
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
の
育
成
を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
桑
野
先
生
、
三
好
先

生
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

三好先生がリーダーを務める ICTEIP は、校内
のＩＣＴ活用を推進するための研修などを行う
部署だ。「ICTEIP が重視するのは、『○○を可
視化したい』『○○を効率化したい』などと、
解決したい問題を明確にしてから、どんな技
術が活用できるか、そして効果が表れたことを
どのように検証するかを考えることです」と、
三好先生は説明する。Classi などのＩＣＴツー
ルについても、ICTEIP が校内研修を開催し、
ノウハウを共有している（下写真）。ICTEIP で
は、校内のＩＣＴ活用に関するアンケート調査
を毎学期行っており、そこで把握した現場の
課題に応じて、校内研修の内容を決めている。

＊学校資料をそのまま掲載。

情報・データの利活用のための校内研修

ＩＣＴを活用した問題の解決と
効果検証の方法を共有

＊１　ブルームが提唱した、教育の目標を分類するための枠組みをアンダーソンらが改訂したもの。認知過程次元（記憶・理解・応用・分析・評価・創造）と知識次
元（事実的・概念的・手続き的・メタ認知的）から成る。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

生徒の学習状況を把握し、
自走力と思考力を育む指導を追求

福岡県・私立九州国際大学付属高校
ＩＣＴを活用して収集した学力アセスメントを始めとする生徒の情報・データを基に、

日々の声かけや授業の改善を図っている福岡県・私立九州国際大学付属高校。
学校教育目標の実現にもつながるその実践を紹介する。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー

桑
野
健
太
郎 

く
わ
の
・
け
ん
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。英
語
科
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー

三
好
規
夫 

み
よ
し
・
の
り
お

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。国
語
科
。

自
走
力
の
向
上
を
図
り
、

授
業
改
善
の
実
現
を
目
指
す

設
立
　
１
９
５
８
（
昭
和
33
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
５
４
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、お
茶
の
水
女
子
大
、東
京
外
国
語
大
、東
京
工
業
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
８
８

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、

国
際
基
督
教
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
、九
州
国
際
大
な
ど
に
延
べ
１
０
０
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要

教師の利活用
実践事例

生徒の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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１
年
次
に
は
、
自
走
力
を
可
視
化
・
育
成

す
る
た
め
、
桑
野
先
生
は
、Classi

の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
生
徒
の
取
り
組
み
状

況
の
デ
ー
タ
を
次
の
よ
う
に
活
用
し
た
。
ま

ず
、
７
月
の
模
擬
試
験
に
向
け
て
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
の
授
業
の
冒
頭
10
分

間
で
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り

組
ま
せ
、
さ
ら
に
模
擬
試
験
当
日
ま
で
「
生

徒
自
主
学
習
機
能
」
の
課
題
に
自
主
的
に
取

り
組
む
よ
う
、
生
徒
に
声
を
か
け
た
。

　「
模
擬
試
験
の
後
に
『
生
徒
自
主
学
習
機

能
』
の
取
り
組
み
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
通
り
、
授
業
外
で
は
一
部
の
生
徒
し
か

取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
的

に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
模
擬
試
験
で

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た『
自

走
』
と
好
成
績
の
相
関
を
デ
ー
タ
で
示
し
た

上
で
、『
必
要
な
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
自

走
力
は
、
３
年
生
に
な
っ
て
慌
て
て
身
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
』
と
話
し
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
促
し
ま
し
た
」（
桑
野
先
生
）

　
11
月
の
模
擬
試
験
の
前
に
は
、
７
月
の
模

擬
試
験
の
結
果
か
ら
判
明
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
を
基
に
、
生
徒
を
Ａ
〜
Ｃ
の
３
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
、
今
回
の
模
擬
試
験
で
は
１
つ
上

の
ゾ
ー
ン
を
目
指
す
よ
う
、
目
標
を
設
定
。

そ
の
上
で
前
回
同
様
、
授
業
の
冒
頭
で
「
単

元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り
組
ま
せ
、

終
わ
ら
な
か
っ
た
問
題
や
「
お
す
す
め
演
習
」

に
は
授
業
外
で
自
主
的
に
取
り
組
む
よ
う
、

声
か
け
を
行
っ
た
。

　「
11
月
の
模
擬
試
験
で
の
目
標
設
定
が
功

を
奏
し
、
授
業
外
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が

一
気
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
取
り
組
み
状

況
を
追
跡
す
る
と
、
試
験
終
了
後
も
多
く
の

生
徒
が
授
業
外
学
習
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
、
さ
ら
な
る
自
走
を
促
す
た
め
、

そ
の
デ
ー
タ
も
生
徒
に
示
し
た
り
、
教
師
間

で
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

　
配
信
し
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
か
ら

は
、興
味
深
い
事
実
が
読
み
取
れ
た
。
Ａ
ゾ
ー

ン
と
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
授
業
内
で
配
信

さ
れ
た
課
題
の
や
り
残
し
に
早
々
に
取
り
組

む
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の

生
徒
は
、
期
限
間
際
に
な
っ
て
解
き
終
わ
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　「
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
自
己
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
を
発
揮
し
て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
の
で
、
仮
に
結
果
が
い
ま
一
つ
で
も
、

努
力
を
評
価
す
る
声
か
け
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
の
中

に
は
、
油
断
し
て
い
る
者
も
い
た
の
で
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
声
か
け
が
必
要
で
し
た
。

デ
ー
タ
が
、
声
か
け
の
必
要
性
が
あ
る
生
徒

を
明
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
」（
桑
野
先
生
）

•Ａゾーン、Ｃゾーンの生徒の大半が、期限前に余裕を持って課題
を終えていたけれど、Ｂゾーンの生徒の中には締め切りギリギリ
に終える生徒も……。Ｂゾーンの生徒は油断しているのかも？

•Ｂゾーンの生徒には油断しないようにしようと声かけを
しよう！　努力しているＣゾーンの生徒には、今の調子
で学習を続けるよう、声かけをしよう！

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの15 段階で評価される。

図１ 配信課題の取り組み状況のデータを活用した
生徒の自走力の可視化・育成

自
主
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
と

模
擬
試
験
の
結
果
と
の
相
関
を
示
す

•模擬試験３週間前から、Classi の「学習トレーニング」での課
題の配信を開始。取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験６週間前から、「学習トレーニング」で課題の配信
を開始。前回同様、取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

配信した課題に取り組んだ人は、
よい成績だったようだね！

配信した課題に取り組んだ人が増えたよ！

でも、自主的に取り組んだ人は少なかったね。
このままで大丈夫かな？

模擬試験が終わった後も取り組む人が多いね。
君たちは自走力が高まったね！

強制ではないよ。自分で判断して取り組もう！

7月の模擬試験のことを思い出して、
取り組むかどうかを決めよう

1年次7月の模擬試験に向けて

1年次11月の模擬試験に向けて

配信した課題への取り組み状況からさらに分かったこと

「おすすめ演習」として配信された課題に、生徒一人ひとりがどのように取り組
んだのかを見ていくことで、生徒の成長、そして今後の変化が見えてきた。教
師に求められるのは、そうした成長や変化を踏まえた声かけだ。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

配信した課題への
取り組み状況を
分析して

生徒の自走力
を育む
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授
業
内
学
習
で
思
考
力
を
育
む
時
間
を
増

や
す
た
め
、
三
好
先
生
は
生
徒
の
正
誤
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
る
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
過
去
問
題
な
ど
を
生
徒
にM

icrosoft 
Form

s

で
解
答
さ
せ
て
、
正
答
率
が
低
か
っ

た
問
題
を
そ
の
場
で
把
握
し
て
解
説
す
る

「
誤
答
分
析
」
を
行
っ
て
い
る
。

　「
解
答
結
果
を
踏
ま
え
て
誤
答
に
焦
点
を

あ
て
る
授
業
で
の
生
徒
の
集
中
力
は
、
格
段

に
高
い
で
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
た

ち
の
理
解
度
を
把
握
し
た
上
で
展
開
さ
れ

る
、
言
わ
ば
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
授
業
だ

か
ら
で
し
ょ
う
。
授
業
後
の
質
問
も
増
え
ま

し
た
」（
三
好
先
生
）

　
生
徒
の
理
解
が
十
分
で
、
詳
細
な
説
明
が

不
要
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
授

業
に
時
間
的
な
余
裕
も
生
ま
れ
て
い
る
と
三

好
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
た
分
、
解
答
が

割
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答

の
理
由
を
議
論
さ
せ
る
な
ど
、
概
念
的
知
識

の
理
解
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
余
っ
た
時
間
を

使
っ
て
、
私
が
出
会
っ
た
魅
力
的
な
社
会
人

を
紹
介
し
、『
こ
の
人
は
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ

た
時
に
ど
う
行
動
す
る
だ
ろ
う
』『
こ
の
人

の
自
走
力
は
、
ど
こ
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
』
な
ど
と
、
生
徒
に
問
い
か
け
る
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
情
報
・
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
生
徒
の
心
を
動
か
せ
る

の
は
、
教
師
個
人
の
視
野
や
視
点
か
ら
生
ま

れ
る
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
桑
野
先
生
は
、
生
徒
が
作
成
し
た
志
望
理

由
書
や
小
論
文
な
ど
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
吟
味
、添
削
し
、生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
る
（
図
２
）。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
添
削
し
た
文
章
は
冗
長

だ
っ
た
り
、
裏
づ
け
の
デ
ー
タ
が
古
か
っ
た

り
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
指
示
を
添
え
、
や

り
直
し
を
求
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
改
訂
案
が
出

て
き
ま
す
。
そ
う
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
と
練
り
上

げ
た
文
章
を
生
徒
に
返
却
し
て
い
ま
す
」

　
複
数
の
教
師
で
何
日
も
か
け
て
チ
ェ
ッ
ク

し
な
く
て
も
、
客
観
性
の
高
い
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
短
時
間
で
可
能
に
な
っ
た
分
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
添
削
を
間
に
お
い
た
生
徒
と
の
対

話
に
時
間
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
は
よ
く
も
悪
く
も
客
観
的
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た

文
章
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
が
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、

教
師
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
自
身
に
検
証

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
三
好
先
生
）

　
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

え
ば
よ
い
か
、
日
々
の
授
業
を
通
し
て
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
答
え
が
１
つ
し
か
な
い
知
識
問
題
は
検

索
す
れ
ば
よ
い
け
れ
ど
、『
あ
な
た
は
ど
う

考
え
る
？
』
と
い
っ
た
問
い
で
は
、
ネ
ッ
ト

検
索
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
参
考
に
し
か
な

ら
な
い
こ
と
を
生
徒
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
授
業
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

で
思
考
力
を
求
め
る
問
い
を
与
え
て
き
た
成

果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

図 2 生成ＡＩを活用した添削で、
生徒との対話の時間を増やす

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

理
解
度
を
瞬
時
に
把
握
し
、

生
徒
に
合
っ
た
授
業
を
設
計

生
成
Ａ
Ｉ
の
力
を
生
か
し
て
、

生
徒
と
の
対
話
を
増
や
す

生成ＡＩの活用でチェックが効率化した分、生徒とのやり取りに時間をかけら
れるようになった。生成ＡＩと教師が添削・校正した文章を見た生徒のほとん
どが、「自分はここを強調したい」と、さらに文章を練り上げようとしたという。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

先生、チェックをお願いします！

❶生徒の文章（志望理由書、小論文など）　
　を生徒からデジタルデータで受領。

❸生成ＡＩがチェックした文章を基に、
　生徒と対話を重ねる。

❷生徒の文章を生成ＡＩにチェックさせ、
　修正箇所や関連資料を提示させる。

もっと端的に説明し直して！

根拠となるデータを３つ挙げて！

生成
AI

先生 生徒

情報・データを
活用し、

生徒との時間を
デザインする

ＡＩを使って、私が手を入れた文章だよ。
君が一番伝えたいことはこれで伝わると思う？
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　私は高校時代、当時の大学入試を意識した英語を中心に学んだこともあり、英語を聞くことや
話すことがうまくできず、英語を使うことに苦手意識を持っていました。そのため、教師になっ
てからは、生徒が英語を使えて、楽しい、役に立つと思える授業を目指してきました。本校の生
徒は学力層の幅が広く、進路も多様です。すべての生徒が将来、英語を使うとは限りませんが、
仕事で英語が必要となった時などに、自分で学びを深めていける英語の基礎力を育みたいと考え
ています。同時に、地域から期待されている進学校として、大学入試で求められる英語力も身に
つけられるよう、英語科全体で足並みをそろえて指導力の向上に努めています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

青森県立三
さん

本
ぼん

木
ぎ

高校・
附属中学校

坂岡優子  さかおか・ゆうこ

同校に赴任して７年目。
グローバルサイエンスコース事務局主任。英語科。

◎設立  1926（大正 15）年　◎形態  全日制／普
通科／共学　◎生徒数  １学年約 240 人　
◎2022年度卒業生進路実績　国公立大は、弘前
大、東北大、筑波大、千葉大、東京工業大、東京大、
青森県立保健大、青森公立大などに 84 人が合格。
私立大は、慶應義塾大、早稲田大、同志社大、立
命館大などに延べ 263 人が合格。

学
校
概
要

英語
縮約版の活用と
多様な表現活動で、
幅広い学力層を
伸ばす
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本
時
の
概
要

坂岡先生は、本時の目標が単元末に行うディスカッションに必
要な表現を身につけることと、単元の要旨についてリテリング
ができるようになることだと説明。そして、前時までの復習
として、左に英語、右に日本語が書かれたワークシートを使い、
本単元のキーフレーズをペアで発音し合って確認した。

キーフレーズの箇所が日本語になっている縮約版を活用し、日
本語を自分で英語にして音読する活動をペアで行った。次に、
個人で３分間、縮約版を読んだ後、縮約版を見ずに音読する
リード＆ルックアップの活動を行った。最後に行うリテリン
グに向けて、集中して練習する生徒が増えた。

素材文の縮約版（Ｐ．19 コラム参照）を使い、読む速さをペアで
競うスピード・リーディングと、ペアの相手の縮約版にペンを
２本置き、英文の一部を隠した上で読むペン・リーディングを
行った。同じ英文を飽きずに楽しく読む工夫として、活動にゲー
ム性を持たせている。生徒の声はだんだん大きくなっていった。

指定の12のキーワード・フレーズを用いるリテリングを行った。
準備５分間、練習２分間の後、ペアでリテリングをし合い、相互
評価をした。キーワード・フレーズを８個以上使うとＡ、４個以
上 7 個以下はＢとなるため、生徒はペアの相手の発表を注意深
く聞いた。最後に、自分のリテリングをワークシートに記入した。

本時のキー課題

キーフレーズを確認1

音読活動３・４3

音読活動１・２2

リテリング4

授業リポート

［対象］２年生　［教科・科目］英語・英語コミュニケーションⅡ　
［単元］Language Change Over Time
［テーマ］言語の経年変化
［単元目標］言語の変化の例とグループ発表のやり方を学び、自分が
興味を持った言葉の変化を調べてグループ・ディスカッションを行う。
［授業時数］全 12 時間のうちの４時間目

10分間

7分間

15分間

18分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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本
校
で
は
、
英
語
の
素
材
文
の
重
要
な

部
分
を
抜
き
出
し
て
つ
な
げ
た「
縮
約
版
」

を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
コ
ミ
ュ
ニ
カ

テ
ィ
ブ
な
活
動
を
行
う
「
三
本
木
メ
ソ
ッ

ド
」（
コ
ラ
ム
参
照
）を
全
学
年
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
１・
２
年
次
は
、
生
徒
が
英

語
を
使
う
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
大

切
に
し
、
英
語
４
技
能
を
用
い
た
活
動
を

多
く
取
り
入
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
定
期
考
査
で
は
、
授
業
に
真
面
目
に
取

り
組
め
ば
点
数
が
取
れ
る
こ
と
を
生
徒
が

実
感
で
き
る
よ
う
、
授
業
で
最
も
時
間
を

か
け
て
学
ぶ
縮
約
版
の
内
容
を
多
く
出
題

し
て
い
ま
す
。

　
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
、生
徒
が
表
現
活
動

を
楽
し
め
る
よ
う
、相
互
評
価
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。本
時
の
リ
テ
リ
ン
グ
の
課
題

で
は
、指
定
さ
れ
た
12
の
キ
ー
ワ
ー
ド
・
フ

レ
ー
ズ
の
う
ち
８
個
以
上
使
っ
て
い
れ
ば

Ａ
、４
個
以
上
7
個
以
下
は
Ｂ
、3
個
以
下

は
Ｃ
を
評
価
基
準
と
し
、ペ
ア
の
相
手
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
感
想
を
書
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。生
徒
は
、相
手
が
キ
ー
ワ
ー
ド
・

フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り

聞
き
取
っ
て
評
価
す
る
と
と
も
に
、「
分
か

り
や
す
か
っ
た
」な
ど
と
い
っ
た
感
想
を
書

い
て
健
闘
を
た
た
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
単
元
末
に
行
う
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
話
す
こ
と
（
や
り
取

り
）
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
２
）
を
用
い

て
生
徒
同
士
で
相
互
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
単
元
の
前
半
は
縮
約
版
を
繰
り
返
し
音

読
す
る
中
で
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
を
習
得
し
、

内
容
を
理
解
し
ま
す
（
図
１
）。
そ
の
際
、

重
要
表
現
を
徹
底
的
に
読
み
込
み
、
概
要

を
把
握
す
る
た
め
、
単
元
の
中
盤
に
行
う

素
材
文
全
体
の
読
解
で
は
、
英
語
が
苦
手

な
生
徒
も
ス
ム
ー
ズ
に
読
み
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
単
元
の
後
半
に
は
、
素
材
文
の
内
容
を

踏
ま
え
た
探
究
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
単
元
で
は
、
言
語
の
経
年
変
化
と

い
う
素
材
文
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
各
自

が
英
単
語
を
選
び
、
語
源
や
そ
の
後
の
変

化
を
調
べ
て
き
た
上
で
、
４
人
1
組
で
発

表
を
行
う
予
定
で
す
。

　
授
業
で
は
、
文
法
や
単
語
な
ど
の
正
確

性
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

生
徒
が
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
を
重
視
し
、「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
の
評
価
は
、
教
師
が
授
業

観
察
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
文
法
や

単
語
な
ど
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
単
元

末
に
生
徒
が
提
出
す
る
リ
テ
リ
ン
グ
の
動

画
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で

評
価
し
て
い
ま
す
。

１～４時間目◎縮約版を使った活動
縮約版を使った様々な活動を通して、キーフレーズを
習得し、素材文の内容を理解する。
▶素材文の読解・単元末のディスカッションに向けた
土台作り

５～８時間目◎素材文全体の読解
拾い読みをする Scanning や指定された英文を探す Sentence  
Hunt などの活動を通して、長めの英文を速く読む練習を行う。
▶素材文の内容理解、知識の確認と定着

９時間目◎ディクテーション
素材文全体を聞いて、英語で書き取る。
▶発表・ディスカッションに向けて必要な表現を再確認する

10時間目◎探究的な学び
自分が関心を持った言葉の語源や変化を調べ、素材
文の流れを参考に、英語で発表する準備を行う。
▶グループ内発表に向けた準備

11時間目◎グループ内で発表
4 人 1 組で、各自が調べた言葉の変化を発表する。
▶ディスカッションに向けた準備

12時間目◎グループ・ディスカッション
「誰が調べた言葉が面白いか」をテーマにディスカッ
ションする。素材文の展開と同じように、相手の発言
を受けて、自分の考えと理由を述べる。
▶対話の型を身につけ、他者の意見を聞き、視野を広げる

※学校資料を基に編集部で作成。

英
語
が
苦
手
な
生
徒
が

楽
し
く
学
べ
る
工
夫

英
語
が
得
意
な
生
徒
が
、
英
語
力
を

さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う
な
表
現
活
動
の
充
実

※学校資料を基に編集部で作成。

ディスカッションの評価基準図２

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

a
適切な語彙・表現を使
っている

相手の話の内容を受け、
その内容を自分の言葉で
まとめてから、自分の意
見を述べている

自分の考えを聞き手に伝わ
るように話している

b
語彙や表現に多少の誤
りはあるが、理解でき
る程度の誤りである

相手の話の内容を受け、
そのことに触れてから、
自分の意見を述べている

自分の考えについて、多少
伝わりにくい部分はある
が、理解できる程度である

c
理解に支障のある語彙
・表現である

相手の話を踏まえずに自分
の意見のみを述べている

自分の考えが聞き手に伝わ
らない

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

素
材
文
の
縮
約
版
で

英
語
の
活
用
力
と

内
容
理
解
力
を
高
め
る

学
習
評
価
の
工
夫

表
現
活
動
を

楽
し
め
る
よ
う
、

生
徒
の
相
互
評
価
を
重
視

本単元の流れ図１
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　「
三
本
木
メ
ソ
ッ
ド
」
を
始
め
て
か
ら
、

英
語
が
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
生
徒
の
声

を
よ
く
聞
き
ま
す
。国
際
系
学
部
や
英
語

科
の
教
師
を
目
指
す
生
徒
、海
外
で
研
究

し
た
い
と
い
う
生
徒
も
増
え
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
の
時
代
か
ら
本
校
の
英

語
の
点
数
は
他
教
科
よ
り
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
他
教
科
と
同
等
の

成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
英
語
４
技
能
検

定
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
結
果
で
ス
コ
ア
が
低

い
技
能
が
あ
れ
ば
、
指
導
の
偏
り
と
捉
え

て
学
年
全
体
で
課
題
を
共
有
し
、
４
技
能

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
び
る
よ
う
、
指
導
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
、
よ
り
新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
し
た
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と

で
す
。
学
習
評
価
の
精
度
の
向
上
や
幅
広

い
学
力
層
に
対
応
し
た
「
シ
ン
　
三
本
木

メ
ソ
ッ
ド
」
の
確
立
（
コ
ラ
ム
参
照
）
な

ど
に
よ
り
、
新
た
に
求
め
ら
れ
る
力
に
対

応
し
た
指
導
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　本校が縮約版（Shortened Version）を軸とした「三

本木メソッド」を開発したのは、2016 年度に文部科

学省「英語教育改善プラン」の指定校となったことが

きっかけでした。それまでは英文和訳が中心の講義型

の授業でしたが、生徒が４技能を使う活動中心の授業

へと転換しました。
●縮約版で素材文を４分の１の分量に
　縮約版は、素材文から重要な英文を原文のまま抜き

出してつなぎ合わせたもので、学年で統一して活用し

ています。縮約版の英文の量は素材文の４分の１程度

になるので、英語が苦手な生徒が取り組みやすくなり

ます。要約ではなく縮約とするのは、要約して書き換

えた英文だと、生徒は素材文とは違う英文を読んでい

るという感覚を持ってしまい、負担感が増すからです。
●文法事項はワークシートを活用し、家庭学習で習得
　重要表現はワークシートにまとめて、単元の開始前

に生徒に配布し、必要に応じて確認できるようにして

います。また、文法事項は授業では解説していません。

文法事項を解説したワークシートを配布し、生徒は家

庭学習で取り組んでいます。
●縮約版で様々な音読活動をしてから素材文を読解
　生徒は、縮約版を繰り返し音読する中でキーワード

やキーフレーズを頭に入れているので、素材文全体を

読む時に分からない単語などがあっても、推測しなが

ら読み進めることができています。
●学力層に応じて活動の量や難易度を変える
　現在「シン　三本木メソッド」として、単元計画を

学力層に応じて変えることを検討中です。本校には、

普通コース（４クラス）とＧＳ（グローバルサイエン

ス）コース（２クラス）があります。普通コースでは、

基礎力の向上を図るために、縮約版を用いた学習に時

間をかける一方、ＧＳコースでは、中盤に行う素材文

全体の読解の授業時数を減らして、難易度を上げやす

い後半の表現活動を増やすといった構成です（下図）。

単元計画の弾力化を図り、幅広い学力層に対応した指

導をしていきたいと考えています。

■学力層に応じた「シン　三本木メソッド」（１単元12時間の場合）

※学校資料を基に編集部で作成。

これまで

これから①
英語が苦手な生徒が多いクラス

これから②
英語が得意な生徒が多いクラス

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

縮約版
•Key Phrase Check
•様々な音読練習　•Retelling

素材文全体
•Scanning　•Sentence Hunt
•Listening　•Homework Sheet　など

表現活動
•One-Minute Presentation
•Interview　•Subject Study　など

縮約版

縮約版

縮約版

素材文全体

素材文全体

素材文全体

表現活動

表現活動

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

英
語
好
き
が
増
え
、

入
試
で
の
得
点
も
向
上
。

課
題
は
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

「シン　三本木メソッド」で、学力層に応じた指導を実現

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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　情報科の教師となった20年以上前から、生徒が情報を楽しく学び、さらにその先を知りたく
なるような授業をしたいという私の思いは、一貫して変わっていません。情報の知識を一方的に
教師が伝えるよりも、生徒が手を動かしながら学習内容を自分の生活と結びつけて考え、「そう
だったんだ」「へえ」と感情が動く授業は、学びが頭に残り、その先も自分で学び続けることを、
これまでの経験から実感しています。情報に対する生徒の関心を高めながら、自ら考えて判断で
きる力と情報活用能力を育成するとともに、大学入試にも対応できる確かな学力を身につけられ
る授業を目指しています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

東京都立三鷹中等教育学校

能城茂雄  のしろ・しげお

同校に赴任して 11 年目。
指導教諭。教務部。情報科。

◎設立　2010（平成 22）年　◎形態　全日制／普通
科／共学　◎生徒数　１学年約 160 人　
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道
大、東北大、お茶の水女子大、東京医科歯科大、東
京外国語大、東京工業大、東京大、一橋大、横浜国
立大、大阪大などに 51 人が合格。私立大は、慶應
義塾大、上智大、明治大、早稲田大などに延べ 647
人が合格。省庁大学校進学２人。専門学校進学１人。

学
校
概
要

情
報

本
物
重
視
の
授
業
が
、

自
ら
学
ぶ
生
徒
を
育
む
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本
時
の
概
要

能城先生は、前時に学習したＣＰＵの基礎を踏まえて、本時は
ＣＰＵを構成する論理回路について学び、実験を行うと説明。
授業の最後に取り組む確認テスト（問題集の該当ページ）を
生徒に示し、本時は該当の問題を解く力を身につけ、大学入
試に向けた学力を習得する授業であることを伝えた。

能城先生が実験キットについて説明し、ＡＮＤ回路の作り方を
試演した後、生徒はペアになり、ＩＣ（集積回路）を用いて異な
る６つの論理回路を作成した。制限時間は30分間。半加算回路
を作れたペアは能城先生の前で実演し、出力できたら合格印を
もらった。制限時間内に９割のペアが論理回路を完成させた。

続いて能城先生は、実験に必要な知識に関する講義を行っ
た。ＣＰＵの機能や、論理回路の基本であるＡＮＤ・ＯＲ・ＮＯ
Ｔ回路とその組み合わせ（ＮＡＮＤ・ＮＯＲ回路）、半加算回路

（1bit+1bit の足し算）について、数学の集合や理科のオーム
の法則など、他教科の知識と関連づけながら解説した。

実験後、能城先生は、テレビのリモコンを分解した写真など
を見せて、電卓からスマートフォンに至るまでのＩＣの発展の
歴史を解説。ＩＣと日常生活を関連づけることで、生徒の関心
を膨らませた。最後に、生徒はオンラインで確認テストに取
り組み、本時の振り返りをフォームに入力した。（©Microsoft）

本時のキー課題

本時の到達目標を確認1

論理回路を作るペアワーク3

CPUと論理回路についての講義2

確認テストと振り返り4

授業リポート

［対象］１年生　［教科・科目］情報・情報Ⅰ　
［単元］コンピュータの基礎
［単元目標］CPUの原理を理解するために、論理回路の基礎を学ぶ。
［授業時数］全２時間（50分授業を２コマ連続で実施）
［本時のテーマ］CPUと論理回路

10分間

45分間

30分間

15分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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授
業
で
は
、生
徒
が
学
習
内
容
に
興
味・

関
心
を
持
ち
、「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」
と

自
ら
学
び
た
く
な
る
よ
う
な
発
問
と
課
題

設
定
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
情
報
の
学
習

内
容
は
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
理
論
の
説

明
だ
け
で
は
学
ぶ
意
味
を
実
感
し
に
く
い

部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
生
徒
に
と
っ
て

身
近
な
物
事
に
関
連
づ
け
て
内
容
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
学
び
と
日
々
の
生
活
と
の

つ
な
が
り
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
物
を
扱
う
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
本
時
の
目
標
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
原
理
を
理

解
す
る
こ
と
で
し
た
が
、「
Ｃ
Ｐ
Ｕ
は
１

秒
間
に
数
十
億
回
の
信
号
処
理
を
し
て
い

る
」
と
説
明
し
て
も
、
生
徒
は
ピ
ン
と
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
、
論
理
回
路
の

学
習
用
の
実
験
キ
ッ
ト
を
開
発
し
ま
し
た

（
図
１
）。
生
徒
が
リ
ー
ド
線
を
用
い
た
配

線
を
し
て
回
路
を
作
成
し
、
出
力
を
確
認

す
る
実
験
で
す
。
自
分
の
手
を
動
か
し
て

　
評
価
の
材
料
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
集

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
課
題
の
提
出

状
況
や
授
業
の
振
り
返
り
の
入
力
状
況
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
へ
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
が
評
価
の
材
料
に
な
り
ま
す
が
、
す
べ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
動
集
計
し
て
省
力
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
学
習
評
価
は
３
段
階
で
、
半
加

算
回
路
を
完
成
さ
せ
ら
れ
れ
ば
Ａ
、
回
路

を
完
成
で
き
な
く
て
も
、
ペ
ア
で
試
行
錯

誤
す
る
様
子
が
見
ら
れ
れ
ば
Ｂ
、
全
く
取

り
組
ま
な
か
っ
た
場
合
は
Ｃ
と
し
て
、
授

業
中
に
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
（
図
２
）。
制
限
時
間
内
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
重
視
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
最
後
に
は
毎
回
、
生
徒
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
確
認
テ
ス
ト
（
市
販
の
問
題

集
）に
取
り
組
ん
だ
上
で
、振
り
返
り（
今

日
の
授
業
で
思
っ
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と
、

ま
た
は
学
ん
だ
こ
と
）を
入
力
し
ま
す
。

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
原
理

を
実
感
を
伴
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
業
で
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
な
ど
も
、
企
業
か
ら
の
貸
与
な
ど
を
活

用
し
て
、
可
能
な
限
り
本
物
に
し
て
い
ま

す
。
本
物
を
使
う
こ
と
で
、
生
徒
が
社
会

の
情
報
化
の
「
今
」
を
感
じ
、
卒
業
後
に

生
か
せ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
主
体
的
に
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
の
点
数
や
振
り
返
り
の
内
容

に
よ
っ
て
評
価
を
変
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
知
識
・
技
能
の
定
着
の
た
め
に

は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
授
業
の
学
習
内
容

を
振
り
返
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
確
認
テ
ス
ト
と
振
り

返
り
の
ど
ち
ら
も
、
授
業
日
の
23
時
ま
で

に
提
出
す
れ
ば
Ａ
評
価
と
し
て
い
ま
す
。

　
確
認
テ
ス
ト
の
問
題
は
毎
回
、
授
業
の

冒
頭
で
提
示
し
、
生
徒
が
授
業
の
目
標
を

意
識
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
テ
ス
ト
は
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ
ー
ル

で
作
成
し
、
解
答
を
自
動
集
計
し
て
い
ま

す
。
正
答
率
な
ど
か
ら
生
徒
の
課
題
を
把

握
し
、
正
答
率
が
低
か
っ
た
問
題
は
次
の

授
業
で
解
説
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
に
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

能城先生が開発した論理回路の学習用実験キット図１

◀実験キットは、４つのＩＣと抵抗、
ＬＥＤを取りつけたブレッドボード
と、５ＶのＵＳＢ電源ケーブル、リー
ド線が透明袋にまとめられたもの。
リード線を用いてＡＮＤ・ＯＲ・ＮＯＴ・
ＮＡＮＤの回路を作ってから、ＮＯＲ
と半加算回路を作る。

▶ＵＳＢ電源ケーブルを通じてパソコンから電源
を取り、ＬＥＤが光れば、回路を正しく作成でき
たことになる。

本時の生徒のノート図２

本時の課題である半加算回路を作成できたか、能
城先生はペアごとに実演を見て確認し、できてい
たら合格印を押した。授業中に合格印を押した生
徒を把握しておいたため、授業後にノートの回収
はしなかった。

リード線
赤・青・白

USB電源
ケーブル

透明袋
（この中に入れる）

ブレッドボード

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

リ
ア
リ
ティ
ー
が

感
じ
ら
れ
る
課
題
設
定
を
し
、

本
物
を
使
っ
て
実
験

学
習
評
価
の
工
夫

大
切
な
の
は
、

試
行
錯
誤
と

振
り
返
り
を
す
ぐ
行
う
習
慣
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本
時
の
生
徒
の
振
り
返
り
に
は
、「（
半

加
算
回
路
に
比
べ
て
）
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
回
路

は
も
っ
と
複
雑
に
組
ま
れ
て
い
る
と
分
か

り
、驚
い
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
験
を
早
く
終
え
た
ペ
ア
が
、
全

加
算
回
路
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
実
体

験
に
引
き
つ
け
て
学
習
内
容
を
捉
え
、
意

欲
的
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
の
学

年
末
考
査
で
外
部
テ
ス
ト
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」

（
＊
）
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平
均
点
が

全
国
平
均
点
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

生
徒
が
主
体
的
に
学
び
を
深
め
て
い
る
成

果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
探
究
的
な
学
び
や
発

表
な
ど
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
さ
ら
に
行

う
こ
と
で
す
。「
情
報
Ⅰ
」
は
学
習
内
容

が
多
い
た
め
、教
材
研
究
を
さ
ら
に
重
ね
、

講
義
中
心
の
単
元
で
も
生
徒
に
任
せ
る
部

分
を
増
や
す
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　ベネッセが提供する「デジタル・情報活用力」を測定するテスト。https://www.p-pras.com/

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

教
材
研
究
と
講
義
の

工
夫
に
よ
り
、探
究
的
な

学
び
の
時
間
を
増
や
す

　プログラミングは理論が複雑かつ抽象的です。限ら

れた授業時数内で理解するのはなかなか難しく、多く

の生徒が質問に来ます。そこで、プログラミングのオ

ンライン教材を夏季休業中の課題にしています。生徒

は動画やスライドを見ながら、理解度に応じて自分の

ペースで学べます。教材は正解数が増えるとレベルが

上がる仕組みになっており、ゲーム感覚で取り組める

点も、今の生徒に合っているようです。

　「情報Ⅰ」は学習範囲が広いため、すべてを授業中に

網羅しようとは考えていません。授業では、生徒が興味・

関心を持てるような課題を設定して、生徒主体の活動の

時間を重視し、授業で扱い切れなかったことは、生徒が

自ら学んでいけるよう、年間指導計画を立てています。

●振り返りは一覧表にして見やすく
　授業の振り返りのオンライン入力フォームは、ア

ンケート作成ツールで作成しています。自動的に一

覧表で表示される生徒の入力内容を見て、授業の理

解度や疑問点、学習姿勢などを把握しています。本時

の振り返りには、「集積回路を実際に作ってみて、仕組

みを大体理解できた」「コンピューター内の電気の流

れを体感することができて面白かった」などと、自分

の手を動かしたからこそ得られた気づきや感動が見

られました。

●振り返りの一覧表を授業前にモニターに投影
　一覧表は、生徒もオンラインで閲覧することがで

きます。次時の開始前には、モニターに投影して生

徒が読めるようにしておき、クラス内で特に共有し

たい内容は授業で取り上げて伝えています。他者の

振り返りから新たな気づきを得たり、刺激を受けたり

することを期待しています。

生徒が主体的に学習に取り組む工夫

プログラミング学習はオンライン教材で

振り返りの内容は、次時に生徒へ共有振り返りの一覧表

振り返りの一覧表は、オンラインで生徒も閲覧できるようにして

いる。（©Microsoft）

本時の生徒の振り返り（抜粋）
•ＣＰＵの中にトランジスタが数十億個も入っていること

に驚いた。小型化させていった人々の努力を感じた。
•とても難しく、普段使っているＣＰＵもここまで複雑な
ものなんだなと感じた。

•図では何をしているのかが分かりにくかったが、実際に
つないで実験することで、仕組みを理解することがで
きた。

•ＸＯＲ回路の仕組みを自分たちで考えても、全くイメー
ジが湧かなかったので、初めて開発した人がどの回路
から考えていったのかが気になった。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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　「
探
究
す
る
学
校
」
を
標
榜
し
、
普
通
科
、
グ

ロ
ー
バ
ル
探
究
科
、ビ
ジ
ネ
ス
探
究
科
の
３
科
で
、

地
域
に
根
差
し
た
探
究
学
習
を
３
年
間
を
通
じ
て

展
開
す
る
高
知
県
立
山
田
高
校
。
濱は

ま

﨑さ
き

麻
衣
先
生

が
学
科
長
を
務
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
科
の
生
徒

は
、
高
知
県
立
大
学
や
高
知
工
科
大
学
な
ど
の
近

隣
の
大
学
や
研
究
機
関
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
、
そ
し
て
生
活
の
中
で
抱
い

た
様
々
な
興
味
・
関
心
を
、
教
科
の
枠
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、学
術
的
な
視
点
で
深
め
て
い
る
。

　
１
年
次
は
、
探
究
の
型
を
学
ぶ
「
探
究
リ
テ
ラ

シ
ー
（
２
単
位
）」
を
履
修
し
、
夏
季
休
業
ま
で

に
８
コ
マ
の「
ミ
ニ
探
究
」に
取
り
組
む（
写
真
）。

２
０
２
３
年
度
は
、「
先
生
が
授
業
に
行
き
た
く

な
る
ク
ラ
ス
と
は
」「
食
堂
で
並
ん
で
い
る
時
間

を
快
適
に
過
ご
す
に
は
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
探
究
学
習
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、

12
月
ま
で
に
、
グ
ル
ー
プ
で
「
本
探
究
」
に
取
り

組
み
、「
課
題
の
設
定
→
情
報
の
収
集
→
整
理
・

分
析
→
ま
と
め
・
表
現
」
の
過
程
を
２
度
経
験
し

た
。
2
年
次
は
、
地
域
・
日
本
・
世
界
と
、
多
様

な
視
点
で
、
自
分
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た
探

究
テ
ー
マ
を
１
年
か
け
て
深
め
て
い
く
「
グ
ロ
ー

バ
ル
課
題
探
究（
２
単
位
）」に
個
人
で
取
り
組
む
。

３
年
次
は
、「
知

の
探
究
（
２
単

位
）」
を
履
修
し
、

そ
れ
ま
で
の
活
動

を
論
文
に
ま
と
め

る
。
そ
の
後
も
各

自
で
探
究
課
題
を

設
定
し
、
卒
業
ま

で
探
究
学
習
に
取

り
組
み
続
け
る
。

　１
年
次
の
探
究
学
習
で
は
、
グ
ル
ー

プ
の
中
で
自
分
ば
か
り
が
意
見
を
出

し
て
い
た
た
め
、「
も
し
か
す
る
と
自

分
の
せ
い
で
、
み
ん
な
が
意
見
を
言
え

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
悩
み
ま
し
た
。
濱
﨑
先
生
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、「
も
っ
と
仲
間
を
頼
っ

た
ら
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

仲
間
を
信
頼
す
る
こ
と
で
、
１
人
で

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、
自
分
の
考
え

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ほ
か
の
人
が
意
見
を
言
い
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　１
年
次
の
探
究
学
習
で
、
自
分
た

ち
の
探
究
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
内
容

を
、
大
学
の
先
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

質
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
で
何
度
も
話
し
合
っ
て
準
備

を
し
た
の
で
す
が
、
肝
心
の
質
問
項

目
が
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
で
き
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
聞
き
た
い
こ
と
が

聞
け
ず
、
大
学
の
先
生
を
困
ら
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

も
思
い
出
す
の
が
つ
ら
い
失
敗
に
な

り
、
当
時
は
本
当
に
落
ち
込
み
ま
し

た
が
、
今
は
、
自
分
た
ち
は
簡
単
に

忘
れ
て
は
い
け
な
い
失
敗
を
経
験
で

き
た
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

仲
間
と
の
協
働
、失
敗
の
昇
華
…
…
。

人
生
を
探
究
し
続
け
る
た
め
の

大
切
な
経
験
に
生
徒
と
向
き
合
う

高知県立
山田高校
濱
は ま

﨑
さ き

麻衣

外
部
と
連
携
し
な
が
ら

１
年
次
か
ら
実
践
的
な
学
び
を
経
験

探究学習

学校概要

設立　 1941（昭和 16）年
形態　全日制・定時制／普通科、グローバル
探究科、ビジネス探究科／共学　
生徒数（全日制）　１学年約 100 人
2022年度卒業生進路実績（全日制）　国公立
大は、北見工業大、高知大、琉球大、高知県
立大、高知工科大などに 22 人が合格。私立
大は、東洋大、京都女子大などに延べ 22 人
が合格。短大・専門学校進学 43 人。就職 25 人。

伴走 教師する たち
探
究
学
習
の
概
要

生徒のリアル

仲
間
を
信
頼
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
づ
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
科
・
３
年
生

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

忘
れ
て
は
い
け
な
い

大
切
な
失
敗
を
経
験
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
科
・
３
年
生

Ｏ
・
Ａ
さ
ん
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　山
田
高
校
は
「
探
究
す
る
学
校
」
で
す
が
、
入
学
し

て
く
る
生
徒
は
、
皆
ご
く
普
通
の
高
校
生
で
す
。
周
り

と
違
う
考
え
を
述
べ
た
り
、
率
先
し
て
行
動
し
た
り
す

る
こ
と
で
目
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
る
生
徒
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
が
「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
み

た
ら
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
れ
ば
、
生
徒
は
素
直
に
そ

の
通
り
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
探
究
す
る
力

は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

　そ
ん
な
生
徒
も
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
自
分

の
よ
さ
に
気
づ
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
実
際
、

地
域
の
人
か
ら
の
「
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
と
い
っ

た
何
気
な
い
言
葉
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
探
究
学
習

に
没
頭
し
始
め
る
生
徒
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
１
年
次
の
グ
ル
ー
プ
探
究
で
は
、
生
徒
同
士

が
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
え
る
よ
う
、
私
が
生
徒
を
つ

な
ぐ
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
具
体

的
な
方
法
の
１
つ
が
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
た
ち
と

取
り
組
ん
だ
交
換
日
記
で
す
。
生
徒
と
私
が
や
り
取
り

し
た
日
記
に
は
、
今
日
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
次
ま
で

に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
今
の
自
分
の
気
持
ち
な
ど

と
と
も
に
、「
今
日
見
つ
け
た
ほ
か
の
人
の
よ
い
と
こ

ろ
」
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
記
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
原
則
、
そ
の
生
徒
と
私
だ
け
の
秘
密
で
す
が
、

「
ほ
か
の
人
の
よ
い
と
こ
ろ
」
は
、
私
が
ほ
か
の
生
徒

に
共
有
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

生
徒
た
ち
の
心
を
つ
な
ぐ
思
い
で
、「
○
○
さ
ん
が
褒

め
て
い
た
よ
」
と
、
生
徒
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　生
徒
に
と
っ
て
交
換
日
記
は
、
自
分
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

整
理
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
リ
ー
ダ
ー
で

は
な
い
自
分
が
グ
ル
ー
プ
を
引
っ
張
っ
て
よ
い
の
だ
ろ

う
か
」
と
悩
ん
で
い
た
生
徒
か
ら
は
、
直
接
相
談
も
受

け
ま
し
た
。
大
人
で
あ
れ
ば
気
に
も
し
な
い
よ
う
な
些

細
な
出
来
事
や
人
間
関
係
な
ど
を
理
由
に
、
生
徒
の
探

究
学
習
に
対
す
る
熱
量
は
日
々
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
、
私
は
生
徒
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　他
者
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
自
分
の
よ
さ
に
気
づ

く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
交
換
日
記
を
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
大
学
の

先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
を
長
く
引
き
ず
り
ま
し
た
。「
い
つ
ま
で
も

後
悔
し
て
も
仕
方
が
な
い
よ
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
も

考
え
ま
し
た
が
、
本
人
た
ち
が
ま
だ
失
敗
を
昇
華
で
き

て
い
な
い
の
に
、
無
理
に
前
を
向
か
せ
る
の
は
違
う
気

が
し
て
、「
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」
と

一
緒
に
悩
み
、
た
だ
見
守
り
ま
し
た
。

　結
局
、
そ
の
失
敗
を
生
徒
た
ち
が
言
葉
に
し
て
振
り

返
っ
た
の
は
、
１
年
近
く
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。
生
徒

た
ち
は
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
物
事
は
何
で
も
肯

定
的
に
捉
え
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
落
ち
込
む
こ

と
も
大
切
だ
」「
気
持
ち
を
す
ぐ
に
切
り
替
え
て
い
た

ら
、
反
省
が
深
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
。

　私
は
、
失
敗
を
受
け
止
め
た
生
徒
の
成
長
に
感
動
し

ま
し
た
が
、
同
時
に
、
伴
走
の
難
し
さ
も
痛
感
し
ま
し

た
。
今
回
の
生
徒
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
失
敗
を
内
省

に
つ
な
げ
た
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
苦
し
み
が
大
き
過

ぎ
る
と
、
探
究
学
習
そ
の
も
の
か
ら
気
持
ち
が
離
れ
て

し
ま
う
生
徒
も
い
ま
す
。
失
敗
し
た
生
徒
へ
の
か
か
わ

り
方
は
結
局
、
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
を
通
じ
て
生
徒

と
向
き
合
い
、
生
徒
を
知
る
こ
と
で
し
か
見
え
て
こ
な

い
の
か
な
と
、
今
は
考
え
て
い
ま
す
。

　探
究
学
習
の
伴
走
は
、
初
め
て
自
転
車
に
乗
る
子
ど

も
を
見
守
る
こ
と
に
似
て
い
ま
す
。
転
ば
な
い
と
上
手

に
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
大
け
が
は
さ
せ
た
く
な
い
。

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
の
連
続
で
あ
る
人
生
を
生

き
抜
く
力
を
、
探
究
学
習
で
ど
の
よ
う
に
育
ん
で
い
く

か
、
私
も
試
行
錯
誤
を
続
け
ま
す
。

はまさき・まい　同校に赴任して４
年目。グローバル探究科長。国語科。

停滞！　混乱！　葛藤！　教師のリアル

他者から認められ、失敗を内省につなげる中で、
普通の生徒が「探究する生徒」になる

探
究
学
習
以
外
の
時
間
で
の

生
徒
と
の
か
か
わ
り
を
通
じ
て
、

あ
る
べ
き
伴
走
の
姿
が

見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生徒に期待する姿を示した「評価規準」を
設定し、それを階層化すると、３段階に分

けることができます。

生徒の資質・能力を適正に見取るために、
ルーブリックを作ろうと考えています。ど

のように作成すればよいでしょうか。

　評価規準は、「その学習によって期待する生徒の姿」を具体的に言
語化したものです。評価規準をどの程度達成したかという質的・量
的な評価をするために、評価規準を設定した上で階層化することが
考えられます。評価規準は具体的な文言で表現されるため、ペーパー
テストでは見取ることが難しい資質・能力を評価することが可能に
なります。
　具体的な作成方法の１つとして、評価規準を設定し、それが達成
できたら「Ｂ」、達成できなかったら「Ｃ」とする方法が挙げられます。
下図は、私が作成した評価規準を設定するためのフォーマットを用
いた評価規準の例です（＊）。生徒に期待する思考スキルなど（下図
の△△の部分）を複数設定し、２つ以上達成できたら「Ａ」とすれば、
３段階に階層化することができます。
　評価規準を総括的評価に用いるのであれば、８月号の本コーナー
で解説した通り、少なくとも同一科目で統一する必要があります。
　また、評価規準は一度作成すれば完成するというものではありま
せん。生徒の姿と照らし合わせて評価規準が機能するものになって
いるかを運用しながら確認し、必要に応じて文言を見直しましょう。
妥当性と信頼性を高めることが適正な学習評価につながります。

※田村学『学習評価』（東洋館出版社）と田村教授への取材を基に編集部で作成。

● 評価規準の設定の例　「思考・判断・表現」の場合

学習活動や場面、
状況など

思考スキルなど、認識に
関する手続き的知識など

「思考・判断・表現」
として表れる行為

△△したり、▲▲したり
•２つ以上達成できたら、「Ａ」
•１つ達成できたら、「Ｂ」
•１つも達成できなかったら、「Ｃ」

生徒に期待する
思考スキルなどを
２つ以上設定し、

○○について（おいて）、△△しながら（して）、□□している。

△△の例：比較しながら／関連づけながら／見通しながら／工夫しながら　など
□□の例：論述している／観察している／伝え合っている／計画を立てている　など

評価規準を
設定し、

３段階に階層化

評
価
規
準 （評価規準の設定フォーマット）

＊　「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の設定フォーマットについては、『VIEW next』高校版 2023 年 10 月号の本コーナー（P.28 〜 29）をご覧ください。

回答者

國學院大學
人間開発学部初等教育学科 教授　

田村 学
たむら・まなぶ　専門は教科教育学、教育
方法学、カリキュラム論。文部科学省初等
中等教育局教育課程課教科調査官、同省同
局視学官などを経て、現職。著書に、『学
習評価』（東洋館出版社）など多数。

評
価
規
準
の
設
定
と

運
用
の
ポ
イ
ン
ト

今号の
テーマ

学学習習評評価価学習評価
先生方の疑問に識者が答えます！
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ペーパーテストでは測りにくい資質・能力について、
１単元の中で評価規準を設定し、３段階に階層化し
て評価してみましょう。

冬季休業などのまとまった時間を利用して、実際に
生徒が作成した成果物を見ながら教師間で話し合
い、評価規準を見直してみましょう。

階層間の違いが明確に分かる文言に
できますか。あいまいな文言では解

釈の違いが生じ、活用は難しいでしょう。生徒の成果物を教師間で見て評価結
果を出し合い、それを踏まえて評価規

準を調整する「モデレーション」がお勧めです。

生徒をきめ細かく見取ろうと、５段階
のルーブリックを作成しました。し

かし、うまく活用することができていません。

学習指導要領や学校教育目標と照ら
し合わせてルーブリックを作成しま

したが、教師の経験や感覚を基にした部分
が少なくありません。生徒の実態に即した
評価をするにはどうすればよいでしょうか。

　評価規準を設定し、その上で細かく階層化す
ると、正確に評価できるように思うかもしれま
せん。しかし、細かくしても、「よく」「とても
よく」などとあいまいな文言になりがちで、階
層間の違いを明確に表現することは難しくなり
ます。観点別学習状況の評価との整合性を図る
上でも、設定のしやすさという点でも、評価規
準を設定し、先に述べたように「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」
の３段階に階層化することが適切ではないかと
考えます。
　なお、評価規準が具体的だと、その姿を達成す
るための方法も考えやすくなります。すなわち
評価規準は、授業づくりの指針にもなるのです。
下図のように、評価規準は学習評価のためだけ
でなく、授業や学習の質を高めるためにも活用
するとよいでしょう。

　生徒の実態がつかみにくかったり、異動してき
た教師が多かったりすると、評価規準の設定に悩
むこともあると思います。そうした場合にお勧
めなのが「モデレーション」です（下図）。実際
の生徒の成果物を基に検討するので、生徒の実
態に即した評価規準を作成することができます。
　モデレーションを通じて、教師間での尺度の
水準がそろうことだけでなく、各教師の評価者
としての力量の向上も期待できます。教師間の
評価結果のズレが小さくなり、評価の妥当性と
信頼性を高めることにつながるでしょう。

● 評価規準の様々な活用方法

単元計画の作成や
授業づくりの指針とする

学習目標として、
生徒に提示する

単元末などに行う
生徒の自己評価の指針とする

● モデレーションの方法

※田村教授への取材を基に編集部で作成。

論文やレポートなど、評価対象となる生徒の成果物を、
複数の教師が評価規準にのっとって評価する。成果物
は、成績上・中・下位層から数人分ずつあればよい。

同じ成果物に対して、それぞれ何に着目し、どのよう
に評価したのかを話し合う。

評価結果が分かれた点を中心に、どのような評価結果
が妥当だったのかを話し合う。

評価規準を見直し、必要に応じて評価規準の文言を修
正する。

※田村教授への取材を基に編集部で作成。

1

2

3

4

田村
先生

の

管
理
職
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担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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訓
教
目
標
の
１
つ
に
「
探
究
心
に
基
づ
く

緻
密
さ
」
を
掲
げ
る
静
岡
県
・
私
立
静
岡
聖

光
学
院
中
学
校・高
校
は
、十
数
年
に
わ
た
っ

て
、
高
校
１
年
次
に
個
人
で
取
り
組
む
探
究

学
習
（
以
下
、個
人
研
究
）
を
続
け
て
き
た
。

ほ
か
に
も
、
生
徒
寮
の
食
品
ロ
ス
削
減
や
サ

メ
の
研
究
な
ど
、
生
徒
の
発
案
に
よ
る
課
外

活
動
も
活
発
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
将
来
の
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒
が
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
を
課
題
視
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
２
０
２
３
年
度
に
探
究
学
習
を
改

変
。
中
学
校
３
年
間
は
探
究
学
習
の
基
礎
を

学
び
な
が
ら
自
分
の
関
心
と
向
き
合
い
、
高

校
１
年
次
は
個
人
研
究
を
通
じ
て
自
己
理
解

を
深
め
、
高
校
２
年
次
か
ら
は
見
い
だ
し
た

希
望
進
路
の
実
現
に
結
び
つ
け
る
と
い
っ
た

形
で
各
時
期
の
共
通
の
目
標
を
立
て
、
活
動

を
体
系
化
し
た
（
図
）。
田
中
潤
教
頭
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
再
構
築
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「
内
発
的
な
動
機
づ
け
が
あ
っ
て
こ
そ
探

究
は
深
ま
り
、
目
標
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、学
習
意
欲
が
高
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
生

徒
全
員
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
自
分

の
関
心
を
単
語
で
し
か
表
現
で
き
な
い
生
徒

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
師
が
丁
寧
に
対
話

を
し
、『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』（
＊
１
）
の

明
確
化
を
支
援
す
る
体
制
と
し
ま
し
た
」

　
23
年
度
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
初
め
て

の
個
人
研
究
と
な
る
た
め
、
最
初
に
自
己
理

解
の
活
動
を
丁
寧
に
行
い
、
そ
の
重
要
性
を

生
徒
に
伝
え
た
。
高
校
１
学
年
主
任
の
中
村

光
揮
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
す
べ
き
こ
と
』『
で
き
る
こ
と
』『
し
た

い
こ
と
』を
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、『
す
べ
き
こ

と
』
以
外
の
２
項
目
は
ほ
ぼ
空
白
で
し
た
。

そ
こ
で
、『
す
べ
き
こ
と
』を
認
識
し
て
い
る

点
を
褒
め
た
上
で
、
中
学
校
３
年
間
で
達
成

し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
、今
後
『
し
た
い
こ
と
』

を
増
や
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
担
任
が
面
談
の
度
に
生
徒
に
３

項
目
を
尋
ね
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、「
し

た
い
こ
と
」
を
言
え
る
生
徒
が
、
徐
々
に
で

は
あ
る
が
増
え
て
き
た
。

　「
昨
年
度
受
け
持
っ
た
高
校
３
年
生
の
う

ち
、希
望
進
路
を
実
現
し
た
生
徒
の
多
く
が
、

内
発
的
な
動
機
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。『
で

き
る
こ
と
』や『
し
た
い
こ
と
』を
引
き
出
し
、

生
徒
が
主
体
的
に
動
き
出
せ
る
よ
う
、
粘
り

強
く
対
話
を
し
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　
高
校
２
年
次
の
４
月
に
は
、「
進
路
達
成

＊本コーナーでは、９〜12月の年内に試験が実施
され、合否が決まることが多い総合型選抜（旧ＡＯ
入試）と学校推薦型選抜を、「年内
入試」と総称しています。年内入試
支援をテーマとした 高校
版 2023 年８月号・特集はこちら

▲ ▲

＊１　『VIEW next』高校版 2021 年８月号の特集において、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動と、その成果や結果に至るまでのプロセス、これか
らの展望」を「マイ・ストーリー」と呼ぶこととし、同特集では、「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、これからの大学入試で 希望進路を実現する
ために必要とされることを検証しつつ、そうした力を生徒に育む教師の指導や支援のあり方・方法を、 実践事例を通じて示した。

生徒
BEFORE

教師の支援 生徒
AFTER

自分の関心や特性を将来像に
結びつけられず、学習に意欲
的になれない生徒がいた。

●高校１年次の個人研究の支援を通じて、生徒が自己
理解を深め、目標を見いだせるようにした。

●２年次の夏までにやりたいことを明確にし、問いを
持ってオープンキャパスに参加できるようにした。

「したいこと」を見つけ、学
びたい内容と合う大学・学部
を見極めるようになった。

同校が目指した生徒の行動変容、そのための教師の支援

何度も自己理解の場を設け、
自分の目標を見いだせるよう支援

静岡県・私立静岡聖光学院中学校・高校

生徒の可能性を引き出す

高
１
の
個
人
研
究
を
軸
に
、

６
年
間
の
探
究
学
習
を
再
構
築

自
己
理
解
も
学
部・学
科
研
究
も

繰
り
返
す
こ
と
で
深
ま
る

年内入試（＊）の募集枠の拡大など、大学入試環境が大きく変化している中で、生徒がより自分
に合った進路を選択できるよう、生徒の内面や可能性を引き出すことが一層重要になってきて
いる。そうした支援においては、学校や教師には何が求められるのか、実践事例を通じて考える。

進路選択支援
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プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊
２
）
を
用
い
て
教
科
テ

ス
ト
と
進
路
適
性
診
断
を
同
日
に
実
施
し

た
。
即
日
に
返
却
さ
れ
た
進
路
適
性
診
断
結

果
に
は
、
自
分
の
志
向
に
合
っ
た
大
学
・
学

部
が
表
示
さ
れ
た
が
、生
徒
か
ら
は
、「
自
分

は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
確
か
に
自
分
の
興
味

と
合
い
そ
う
な
大
学
ば
か
り
だ
っ
た
。
早
速

調
べ
て
み
た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　「
生
徒
や
教
師
が
調
べ
ら
れ
る
大
学
の
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
し
、
選
択
に
は
そ
の

人
の
主
観
が
入
り
ま
す
。
客
観
的
に
本
人
の

本
質
を
見
極
め
て
、
合
う
大
学
・
学
部
を
示

し
て
く
れ
る
の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
マ
ッ
チ

ン
グ
の
よ
さ
で
す
」（
田
中
教
頭
）

　
高
校
２
年
次
の
５
月
に
は
、
夏
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
け
て
、
個
人
研
究
を
振

り
返
り
、
成
果
や
疑
問
な
ど
を
書
き
出
し
て

自
己
理
解
を
深
め
る
場
を
設
け
た
。

　「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、大
学
案
内
で

は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
こ
そ
参
加

す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。個
人
研
究
の
振
り

返
り
を
通
じ
て
、大
学
教
員
に
質
問
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。す
る
と
研
究
室
の
テ
ー

マ
を
調
べ
て
お
き
、自
分
が
し
た
い
研
究
が

で
き
る
の
か
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
確

か
め
る
生
徒
も
い
ま
し
た
」（
中
村
先
生
）

　
探
究
学
習
も
大
学
・
学
部
研
究
も
、
何
度

も
行
う
こ
と
で
自
己
理
解
が
深
ま
り
、
志
望

が
明
確
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
自
分
の

そ
れ
ま
で
の
学
び
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

受
験
方
式
を
生
徒
に
見
極
め
さ
せ
て
、
高
校

３
年
次
の
入
試
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　「
た
と
え
個
人
研
究
が
入
試
と
直
接
結
び

つ
く
内
容
で
は
な
く
て
も
、
自
分
の
人
生
の

一
部
と
し
て
語
れ
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
」（
田
中
教
頭
）

学年 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

テーマ 学び方を学ぶ 使命感と領域性の模索 学びとキャリアの融合と探究

段階
自己理解

ライフストーリーからライフデザインへ
他者理解 社会理解

目標 自分をつくる
居場所をつくる

日々の生活から
キャリアをデザインする 「私の来た道」から他者とともに生きること

活動
内容

ラーニング・
ストラテジー ゼミナール 個人研究（志望動機の明確化） 探究表現

（入試に活用）

メタ認知能力を
鍛えるとともに、
問いの立て方や
他者との活動の
進め方、発表の
方法など、探究
学習に必要な学
び方を学ぶ

農学、プログラミ
ング（工学）、数学、
国際交流、経営
のゼミナールを
設置。生徒はい
ずれかに所属。中
学３年生がリード
して、中学２年生
と合同で探究学
習に取り組む

個人研究を実施。教師
１人あたり生徒３人を
担当。
5月　合宿で自己理解
を深める
5〜7月　研究テーマ
と活動計画を検討
7月　研究テーマと活
動計画を発表
8〜9月　フィールド
ワーク、調査、実験等
10〜1月　論文執筆、
発表準備
2月　発表会

４月　教科テス
トと進路適性診
断を同日に実施。
マッチングで示
された大学に資
料請求し、大学・
学部研究を行う
5 月　 個人 研 究
の振り返り（オー
プンキャンパス
に向けた問いづ
くり）

夏季休業中など
にオープンキャ
ンパスに参加し、
自分の問いを基
に学部・学科の
内容や研究室な
どを調べる。志
望 校 が 明 確 に
な っ て き た ら、
一般選抜か年内
入試か、受験方
式を検討

個人研究を振り
返り、「マイ・ス
トーリー」とし
て語ることがで
きるように整理
し、志望理由書
の作成や面接練
習などに取り組
む

学校概要

◎設立　 1968（昭和 43）年
◎形態　全日制／普通科／男子校　
◎生徒数　１学年約 90 人
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
東北大、秋田大、筑波大、東京工業大、富山大、
信州大、静岡大、静岡県立大などに 12 人が
合格。私立大は、青山学院大、上智大、中央大、
東京理科大、明治大、立教大、早稲田大など
に延べ 138 人が合格。省庁大学校は、防衛
大学校に１人が合格。

左から／中村光
こう

揮
き

（高校１学年主任、英
語科主任）、田中 潤（教頭）

　　　探究学習と進路選択　中高６年間の流れ図

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

＊２　「自分の軸を持った進路選択」の達成を支援するためのベネッセの進路学習教材。生徒それぞれが大切にしている意識や行動に関する診
断結果を基に、大学などの情報を提供する無料プログラム。「進路達成プログラム」の詳細は、ベネッセハイスクールオンラインで紹介しています。
ログインには ID と PW が必要です。下記 URL、または右の 2 次元コードからアクセスしてください。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/info/shinro-pgm/kyozai.html?utm_campaign=2023_view　

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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予
測
が
困
難
な
時
代
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
た
め
、
目
標
と
指
導
と
評

価
の
一
体
化
を
図
る
鹿
児
島
県
立
与
論

高
校
。
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

ど
の
よ
う
な
授
業
で
育
み
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
評
価
す
る
の
か
を
生
徒
と
共

有
す
る
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運
用
を
、
全

教
科
・
科
目
で
開
始
。
定
期
考
査
を
廃

止
し
て
単
元
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
観
点

別
学
習
状
況
の
評
価
を
授
業
改
善
や
生

徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
学
校
に
創
造
的
な
時
間
を
取
り

戻
す
た
め
、
朝
課
外
を
廃
止
。
従
来

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
改
革
を
推
進

し
、
次
代
を
担
う
若
者
を
育
て
て
い
る
。

＃
定
期
考
査
廃
止

＃
単
元
シ
ラ
バ
ス
・
単
元
テ
ス
ト

定期考査や朝課外を廃止し、
単元シラバスを軸とした授業改善に挑む

鹿児島県立与論高校

設
立	

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
45
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
鹿
児
島
大
、
琉
球
大
、
横
浜
市
立

大
、
都
留
文
科
大
、
北
九
州
市
立
大
、
名
桜
大
に

８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
洋
大
、
京
都
産
業

大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、

関
西
学
院
大
、
福
岡
大
、
鹿
児
島
国
際
大
な
ど
に

延
べ
49
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
10
人
。

就
職
１
人
。

No.288

目標と指導と評価の一体化
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図１

　
鹿
児
島
県
立
与
論
高
校
が
あ
る
与
論
島

は
、
県
内
で
も
人
口
減
少
が
顕
著
な
地
域

だ
。
２
０
２
０
年
度
に
同
校
に
着
任
し
た

甲か

斐い

修
校
長
は
、
地
域
の
高
校
の
使
命
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
し
な

一
斉
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　「
資
質
・
能
力
を
ど
れ
だ
け
育
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
を
評
価
で
き
る
授
業

を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
を
学
び
、
ど
の

観
点
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
評
価
す
る

の
か
を
生
徒
と
共
有
す
る
『
単
元
シ
ラ
バ

ス
』（
図
１
）
を
作
成
し
、『
単
元
テ
ス
ト
』

を
通
じ
て
観
点
別
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
」（
甲
斐
校
長
）

　
単
元
ご
と
の
評
価
と
、
そ
の
結
果
を
基

に
し
た
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
適

が
ら
、
地
域
を
担
う
若
者
を
育
て
る
こ
と

だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
甲
斐
校
長
は
、
22

年
度
か
ら
の
指
導
要
録
に
観
点
別
学
習
状

況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
欄

が
設
け
ら
れ
る
意
義
に
つ
い
て
校
内
で
対

話
を
重
ね
、
学
校
教
育
の
基
盤
で
あ
る
授

業
と
評
価
の
改
善
に
い
ち
早
く
取
り
組
む

機
運
を
校
内
に
醸
成
し
た
。
そ
し
て
、
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
観
点
別
評
価

に
、
１
年
前
倒
し
の
21
年
度
か
ら
全
学
年

切
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
を
そ

ろ
え
て
実
施
す
る
定
期
考
査
は
必
要
な

い
。
そ
う
考
え
た
同
校
は
、
21
年
度
か
ら

定
期
考
査
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
正
規

の
授
業
の
準
備
に
よ
り
時
間
を
割
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
毎
朝
40
分
間
行
っ
て
い

た
朝
課
外
も
併
せ
て
廃
止
し
た
。

　
全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
か
っ
た
先

駆
的
な
挑
戦
に
対
し
て
、
校
内
か
ら
は
不

安
の
声
も
上
が
っ
た
と
、
教
務
主
任
の
浦

上
美
香
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
先
進
事
例
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
目
指

単元ごとに、どのような方法で資質・能力を評価
するのかを、単元シラバスに明記する。単元シラ
バスと単元テストは各教科内で検討しながら作成
するため、教科内のコミュニケーションの活性化
にも寄与した。また、他教科の単元シラバスも参
考にすることで、教科間連携も進んだ。

次
代
を
担
う
若
者
を
育
て
る
た
め
、

観
点
別
評
価
の
実
現
を
決
意

生
徒
指
導
主
任

石
山
弘
二 

い
し
や
ま
・
こ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数

学
科
。

２
学
年
主
任

猶
木
香
奈 

な
お
き
・
か
な

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
主
担
当
。
家
庭
科
。

１
学
年
担
任

堀
之
内
拓
郎 

ほ
り
の
う
ち
・
た
く
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
芸

術
科
（
音
楽
）。

進
路
指
導
主
任

堀
切
友
弥 

ほ
り
き
り
・
と
も
や

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英

語
科
。

校
長甲斐

　修 

か
い
・
お
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

教
育
課
程
・
評
価
係

石
塚
真
紀
子 

い
し
づ
か
・
ま
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英

語
科
。

３
学
年
主
任

田
山

　慶 

た
や
ま
・
け
い

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
保
健

体
育
科
。

教
務
主
任

浦
上
美
香 

う
ら
か
み
・
み
か

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国

語
科
。

単元シラバス（数学Ⅲ・関数）

※学校資料をそのまま掲載。
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理
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図２

す
学
校
の
姿
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ

う
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
向
き
合
っ
て

い
こ
う
と
、
甲
斐
校
長
は
訴
え
ま
し
た
。

単
元
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
も
、
本
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

職
員
会
議
な
ど
で
何
度
も
配
布
し
、
本
校

が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
ち
返
っ
て
シ
ラ

バ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
」

　
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運
用
に
先
立
ち
、
同

校
で
は
、
校
訓
「
好
学
・
創
造
・
親
和
・

不
屈
」
と
、
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て

い
る
「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
3

つ
の
柱
」
と
の
ひ
も
づ
け
を
行
っ
た
。
そ

し
て
、
各
授
業
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
校
訓
の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か

を
単
元
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
し
、
授
業
が
校

訓
の
具
現
化
の
場
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

た
。
ま
た
、
学
年
・
コ
ー
ス
ご
と
に
各
教

科
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
１
年
を

通
し
て
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
る
の
か
を
、
生
徒
が
自

覚
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
目
標
と
指
導
と

評
価
の
一
体
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
が
授
業
改
善
を

推
し
進
め
た
と
、
教
科
を
問
わ
ず
多
く
の

教
師
が
語
る
。
家
庭
科
の
猶な

お

木き

香か

奈な

先
生

と
芸
術
科
（
音
楽
）
の
堀
之
内
拓
郎
先
生

は
、「
授
業
の
山
場
を
意
識
し
て
単
元
を

設
計
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　「
そ
れ
ま
で
は
、
定
期
考
査
を
意
識
し

て
授
業
の
進
度
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
単

元
シ
ラ
バ
ス
を
作
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
、
ど
の
課

題
に
ど
れ
だ
け
時
間
を
か
け
る
べ
き
か
を

第
一
に
考
え
て
授
業
を
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
猶
木
先
生
）

　「
自
分
の
授
業
が
知
識
・
技
能
の
習
得

に
偏
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
時
間
を
単
元
の

ど
こ
で
設
け
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
授
業

を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私

が
思
っ
て
い
た
以
上
の
力
を
生
徒
が
持
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
堀
之
内
先
生
）

　
単
元
目
標
に
到
達
で
き
て
い
る
か
を
測

る
の
が
単
元
テ
ス
ト
だ
。
単
元
テ
ス
ト
の

形
式
は
、
教
科
や
単
元
の
内
容
に
応
じ
て
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
が
採
用
さ
れ
る
。
英
語
科
の
石
塚

真
紀
子
先
生
は
、「
生
徒
も
単
元
テ
ス
ト

を
意
識
し
て
日
々
の
授
業
に
臨
む
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
生
徒
の
変
化
を
語
る
。

　「
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
中
で
評
価
の
方
法

を
示
す
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
生
徒
は
授

業
に
意
欲
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
教
師
も
、
単
元
テ
ス
ト
ま

で
に
全
員
の
生
徒
を
観
点
別
評
価
の
Ｂ
段

階
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

て
、
授
業
に
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
１
単
元
の
授
業
時
間
は
最
大
で
15
コ
マ

程
度
と
し
た
。
単
元
終
了
時
に
は
、
そ
の

単
元
の
評
価
を
成
績
個
票
（
図
2
）
に
入

力
し
、
支
援
が
必
要
な
生
徒
を
単
元
ご
と

に
確
実
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
単
元
テ
ス
ト
は
定
期
考
査
と
異
な
り
、

全
ク
ラ
ス
一
斉
に
行
わ
な
い
た
め
、
先
に

実
施
し
た
ク
ラ
ス
か
ら
問
題
が
漏
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
も

あ
っ
た
が
、
単
元
テ
ス
ト
が
到
達
度
を
確

認
し
、
そ
の
後
の
学
習
改
善
に
生
か
す
も

の
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
周
知
し
た

と
こ
ろ
、
心
配
さ
れ
た
よ
う
な
事
態
は
発

生
す
る
こ
と
な
く
、
生
徒
は
誠
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
。

生
徒
と
教
師
が
目
標
を

意
識
す
る
授
業
に
改
善

1

成績個票（３年生・数学Ⅲ）

※学校資料をそのまま掲載。

単元テストの結果を記載した成績個票は、単元
ごとに生徒に配布。成績が振るわない生徒には、
単元終了後に補習を行うが、補習に参加する理
由が明確なため、生徒は納得の下、参加してい
るという。また、単元ごとに生徒の理解度が把
握できるため、授業改善も円滑に進んでいる。
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　私が与論高校を訪問する中で強く印象に残っているの
は、「なぜ変革が必要なのか？」という「変革の背景」「目
的」を、先生方がご自身のお言葉で語られている姿です。
　予測が困難なこれからの時代を生き抜いていくために
必要な資質・能力は何か？　それをどのように育成してい
くのか？　そうした問いについて、対話を通じてそれぞれ
の先生方が納得感を持ち、学校が一体となって変革に向
き合われているように感じました。
　だからこそ、「壁にぶつかってしまった時でも前向きに
変革に取り組むことができている」というお言葉も非常
に印象に残っています。
　定期考査廃止という事象の裏にはどのような背景があ
るのか、何のために変革を行うのか、私も先生方との対話
の中で多くの気づきと学びをいただきました。前例がない
大きな変革への挑戦だからこそ、担当者と
して私も全力で支援させていただきます！

　
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運
用
は
、
様
々
な
形

で
授
業
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

1
つ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
。
保
健
体
育
科

の
田
山
慶
先
生
は
、
思
考
力
や
判
断
力
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
各
単

元
の
中
で
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
せ
る
か
を

考
え
た
末
に
、
動
作
解
析
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
ア
プ
リ
を
使
っ
て
自
分
の
課
題
を
見

つ
け
、
そ
の
課
題
に
グ
ル
ー
プ
で
協
働
し

て
取
り
組
む
授
業
を
行
う
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
、
運
動
が
苦
手
な
生
徒
も
、
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
場

面
が
増
え
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
が
苦
手
な

生
徒
が
輝
け
る
よ
う
な
授
業
に
な
っ
た
の

は
、
観
点
別
評
価
を
意
識
し
て
授
業
を
設

計
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
」

　
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
場
と
し
て
各

教
科
の
授
業
が
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
探
究
学
習
の
存
在
感
が

増
し
て
き
た
と
、
進
路
指
導
主
任
の
堀ほ

り

切き
り

友
弥
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
各
教
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
統
合
的
に

活
用
す
る
場
面
と
し
て
最
適
な
の
が
、
総

合
的
な
探
究
の
時
間
で
す
。
本
校
の
生

徒
は
地
域
課
題
に
向
き
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
の
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、『
授
業
で
身
に
つ
け
た
力
は
地
域
で

も
役
立
つ
』
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
で
、

探
究
学
習
に
も
授
業
に
も
自
信
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
自
信
は
、
生
徒
が
進
路
を
切
り

拓
く
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運
用
と
、
定
期
考
査

及
び
朝
課
外
の
廃
止
以
降
も
、
各
教
師

の
改
革
は
続
い
て
い
る
。
数
学
科
の
石
山

弘
二
先
生
は
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
の
評
価
の
た
め
に
、
各
単
元
末
に

単
元
の
学
び
の
振
り
返
り
を
生
徒
に
書
か

せ
、
そ
れ
を
基
に
面
談
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
生
徒
１
人
あ
た
り
の
評
価
に
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
評

価
の
方
法
を
変
え
た
。

　「
面
談
の
代
わ
り
に
、
単
元
の
振
り
返

り
に
加
え
て
、
そ
の
単
元
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
発
展
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を

書
か
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
生
徒
は
最

初
の
う
ち
は
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
は
数
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
理
科

の
授
業
で
生
か
し
た
経
験
を
書
く
生
徒
が

現
れ
る
な
ど
、
主
体
的
に
学
び
を
発
展
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」

　
単
元
ご
と
の
丁
寧
な
見
取
り
に
よ
っ

て
、
成
績
中
・
下
位
層
の
生
徒
の
底
上
げ

が
実
現
し
た
今
、
次
の
課
題
は
成
績
上
位

層
の
さ
ら
な
る
伸
長
だ
と
、
同
校
の
教
師

は
認
識
し
て
い
る
。
甲
斐
校
長
は
、
改
革

が
形
骸
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
年

度
の
新
任
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

な
ぜ
目
標
と
指
導
と
評
価
の
一
体
化
が
与

論
高
校
で
求
め
ら
れ
る
の
か
を
、
１
時
間

に
わ
た
っ
て
語
っ
た
。
全
国
に
先
駆
け
た

改
革
は
、
今
も
全
校
体
制
で
進
化
を
続
け

て
い
る
。

改
革
を
継
続
し
、

成
績
上
位
層
の
伸
長
を
図
る

指導変革の軌跡 鹿児島県立与論高校

（株）ベネッセコーポレーション 九州支社　

鹿児島県立与論高校担当 長
おさ

　義幸

これからの教育を創造する
前例がない変革への挑戦！

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と

探
究
学
習
の
価
値
向
上
が
進
む

2
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２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
か
ら
新
た
に
「
情

報
Ⅰ
」
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の

国
公
立
大
学
が
、「
情
報
Ⅰ
」
を
必
須
科
目

と
す
る
見
通
し
だ
。
宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

の
八や

巻ま
き

一か
つ

智と
も

先
生
は
、「『
情
報
Ⅰ
』
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
生
徒
た
ち
で

す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
を
始
め

と
す
る
情
報
社
会
に
潜
む
リ
ス
ク
や
、
デ
ー

タ
の
作
り
方
・
取
り
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、

意
外
と
知
識
が
乏
し
い
の
が
実
情
で
す
。
情

報
社
会
を
生
き
る
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
知

識
を
『
情
報
Ⅰ
』
を
通
し
て
獲
得
し
、
共
通

テ
ス
ト
で
そ
の
理
解
と
定
着
を
図
る
こ
と
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
多
く
の
学
校
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
を
1
年

次
に
履
修
し
て
い
る
た
め
、
１
年
次
で
学
ん

だ
こ
と
を
２
年
次
以
降
で
ど
う
定
着
さ
せ
、

共
通
テ
ス
ト
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
八
巻
先
生
は
「『
情

報
Ⅰ
』
で
学
ん
だ
こ
と
を
他
教
科
の
中
で
実

践
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
学
び
が
深

ま
る
」
と
語
る
。
共
通
テ
ス
ト
の
「
情
報
Ⅰ
」

の
試
作
問
題
に
お
い
て
、
具
体
的
な
問
題
解

決
の
場
面
で
情
報
に
関
す
る
知
識
を
活
用
す

る
こ
と
を
求
め
る
問
題
が
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
す
る
場
面
を

意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
の
知
識
を
活
用
す
る
場
面
と

し
て
最
適
な
の
は
、『
総
合
的
な
探
究
の
時

間
』
で
す
が
、
情
報
以
外
の
教
科
と
の
連
携

で
も
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て

『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、

限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
深
い
学
び
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
八
巻
先
生
）

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
八
巻
先
生
が
家
庭
科

と
連
携
し
て
行
っ
た
授
業
、
そ
し
て
「
数
学

Ⅰ
」、「
公
共
」の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
た「
情

報
Ⅰ
」
の
指
導
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

教務部
2学年担任

横山　植
よこやま・まき

同校に赴任して 8 年目。
家庭科。

図書・IT部副部長、
情報科推進リーダー

八巻一智
やまき・かつとも

同校に赴任して16年目。
情報科。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
情
報
活
用
能
力
を

教
科
横
断
で
育
成

「
言
語
能
力
」「
問
題
発
見
・
解
決
能
力
」
と
と
も
に
、
学
習
の
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
情
報
活
用
能
力
」。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
そ
の
資
質
・
能
力
を
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
現
代
の
高
校
生
に
育
む
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
授
業
実
践
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
教
科
・
科
目
を
横
断
し
て
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む
、
宮
城
県
宮
城
第
一
高
校
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

他
教
科
と
の
連
携
で

「
情
報
Ⅰ
」の
課
題
に
対
応

「
情
報
Ⅰ
」を
他
教
科
と
連
動
さ
せ
て

深
い
理
解
と
学
び
の
効
率
化
を
実
現

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

実践事例

設
立	

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
、国
際
探
究
科
、理
数
探
究
科（
現

１
、２
年
生
）、
理
数
科
（
現
３
年
生
））
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
一
橋
大
、

横
浜
国
立
大
、
宮
城
大
な
ど
に
１
２
４
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
中
央
大
、
東
京

理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
９
７
人
が
合
格
。

学
校
概
要

 高校版  2023 December 34

0-01-J-23302-001 2023 年度 VIEW next 高校版 12 月号 34 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
松本

念
校

12/04
松本 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P34-37_view-next-koukou-12g.indd   34P34-37_view-next-koukou-12g.indd   34 2023/12/04   10:592023/12/04   10:59



　「
情
報
Ⅰ
」
と
家
庭
科
の
授
業
と
の
連
携

は
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、「
情

報
Ⅰ
」
の
第
2
章
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
と
、
生
活
の
中
か
ら
課

題
を
見
つ
け
、
家
庭
科
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
生
か
し
て
そ
の
課
題
に
取
り
組
む

「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
連
携
さ
せ
た

取
り
組
み
だ
。

　「『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ

ン
』
の
授
業
は
、
１
年
次
の
夏
季
休
業
前
に

終
わ
り
ま
す
。
一
方
、
家
庭
科
の
『
ホ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
夏
季
休
業
中
に
課

題
を
見
つ
け
、
２
学
期
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
流
れ
で
し
た
。
双
方

の
授
業
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
家
庭
科
の

横
山
植ま

き

先
生
と
相
談
し
て
、『
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
仮
テ
ー
マ
を
1
学
期
中
に
決

め
、『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
で
『
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の

ス
ラ
イ
ド
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。『
情
報
Ⅰ
』に
と
っ
て
は
、

実
際
に
発
表
に
使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ

イ
ン
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
』
の
学
び
が

実
践
的
な
も
の
に
な
り
、
学
習
が
深
ま
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
」（
八
巻
先
生
）

　
横
山
先
生
は
、「
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
の
作
り
方
を
『
情

報
Ⅰ
』
で
学
習
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

家
庭
科
で
は
課
題
の
発
見
の
仕
方
や
問
題
解

決
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
割
け

た
」
と
説
明
す
る
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
と
の
連
携
を
機
に
、
夏
季
休

業
中
に
作
成
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

の
ス
ラ
イ
ド
を
情
報
科
と
の
連
名
課
題
と
し

（
図
１
）、
各
単
元
で
の
提
出
物
も
デ
ー
タ
と

し
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
写
真
な

ど
が
添
付
し
や
す
く
な
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

共
同
編
集
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
も
１
年
間
の
学
び
を
振
り
返
り
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
横
山
先
生
）

情報科と他教科の連携による学びの深化

※学校資料をそのまま掲載。

家庭科の「ホームプロジェクト」での生徒の成果物の変化図１

「情報Ⅰ」の授業との連携前は、プレゼンテーションで伝え
る説明文を発表資料にそのまま記載する生徒もいた。グラ
フや資料などの添付も少なかったという。

「情報Ⅰ」の授業との連携後、スライドは伝えたい内容がひ
と目で分かるものになってきた。また、プレゼンテーション
本番時にも、原稿をそのまま読み上げる生徒が減ったという。

情報科との連携後情報科との連携前

家
庭
科
の
課
題
研
究
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
学
び
を
連
携

他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て
、

「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
の
深
化
と
指
導
の
効
率
化
を
図
る

教
科
連
携
に
よ
る
学
び
の
質
の
向
上

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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情
報
科
と
家
庭
科
の
連
名
課
題
と
し
て
夏

季
休
業
中
に
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
用
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
情
報
科
と
家
庭
科
の

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
評
価
し
た
（
図
２
）。

　「
家
庭
科
に
お
け
る
評
価
は
、
生
徒
の
取

り
組
み
が
課
題
発
見
か
ら
問
題
解
決
に
至
る

ま
で
の
学
び
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
観
点
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、『
情
報
Ⅰ
』

に
お
け
る
評
価
は
、
ス
ラ
イ
ド
が
情
報
を
適

切
に
伝
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
観
点
で
行
わ
れ
ま
す
。
1
つ
の
課
題

に
対
し
て
、
観
点
の
異
な
る
2
つ
の
評
価
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
生
徒
に
伝

え
ま
し
た
」（
八
巻
先
生
）

　
教
科
連
携
に
よ
っ
て
、
習
得
し
た
知
識
を

リ
ア
ル
な
場
面
で
活
用
す
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
は
、
学
習
の
意
義
の
理
解
や
学
習
内
容

の
確
か
な
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
八
巻

先
生
は
語
る
。

　
さ
ら
に
、
教
科
連
携
は
指
導
の
ス
リ
ム
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
横
山
先
生
は
言

う
。
今
後
は
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
段
階
で
も

両
教
科
か
ら
の
評
価
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
、
生
徒
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
横
山
先
生
は

期
待
す
る
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
と
同
様
に
、
家
庭
科
も
様
々

な
教
科
と
つ
な
が
り
や
す
い
教
科
で
す
。
八

巻
先
生
を
始
め
、
ほ
か
の
教
科
の
先
生
に
実

際
に
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
横
断
的

な
学
び
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
深
い
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
教
科
連
携
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
八
巻
先
生
は
考
え

て
い
る
。
既
に
、「
情
報
Ⅰ
」
の
第
３
章
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
で
は
、

「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
の
学
習

内
容
を
踏
ま
え
た
授
業
展
開
を
行
っ
て
い

る
。

　「『
数
学
Ⅰ
』の
授
業
で
学
ん
だ
公
式
を『
情

報
Ⅰ
』
の
授
業
で
復
習
し
、演
習
問
題
を
使
っ

て
デ
ー
タ
集
計
に
手
計
算
で
取
り
組
ん
だ
上

で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
集
計
し
ま
し
た
。
最

初
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算
す
る
の
で

は
な
く
、
数
学
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、
原

理
・
原
則
を
理
解
し
て
か
ら
表
計
算
ソ
フ
ト

を
使
う
の
で
す
。
数
学
で
学
ん
だ
内
容
を
踏

ま
え
る
こ
と
で
、『
情
報
Ⅰ
』
は
演
習
中
心

の
授
業
が
で
き
ま
す
」

　「
デ
ー
タ
の
分
析
」
は
、
授
業
で
時
間
を

か
け
て
教
え
る
こ
と
が
難
し
い
分
野
だ
。
そ

の
た
め
、
情
報
科
と
の
連
携
は
、
数
学
科
担

当
の
教
師
に
と
っ
て
は
、「
情
報
Ⅰ
」
の
授

業
で
生
徒
が
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
に
関
す
る

演
習
問
題
に
取
り
組
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
実
際
、
数
学
の
授
業
で
は
、「
授

業
で
習
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
情
報
Ⅰ
』

の
授
業
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
実
際

に
計
算
し
て
み
よ
う
」
と
、
教
科
連
携
を
念

頭
に
置
い
た
声
か
け
を
生
徒
に
行
い
、
学
習

意
欲
を
高
め
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
、「
情
報
Ⅰ
」
の
第
１
章
「
情

報
社
会
の
問
題
解
決
」
で
は
、「
公
共
」
で

の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て
、
知
識
の
イ
ン

プ
ッ
ト
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
、
生

徒
主
体
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
で
連
携
が
可
能
な
教
科
は
ほ

か
に
も
あ
り
ま
す
。
物
理
で
あ
れ
ば
放
物
運

動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
地
学
で
あ
れ

ば
日
照
時
間
や
気
温
の
デ
ー
タ
も
活
用
で
き

る
で
し
ょ
う
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
『
情

報
Ⅰ
』
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び

の
意
欲
は
高
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
連
携
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
で
今
、
生
徒

は
何
を
学
ん
で
い
る
の
か
、
最
新
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」　
　
　
　

※学校資料を抜粋して掲載。

２つの教科が異なる観点で評価
「ホームプロジェクト」で作成したスライド
の評価項目

図２

情報科の評価項目

家庭科の評価項目

１
つ
の
成
果
物
を

情
報
科
と
家
庭
科
で
評
価

他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
、

授
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

 高校版  2023 December 36

0-01-J-23302-001 2023 年度 VIEW next 高校版 12 月号 36 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
松本

念
校

12/04
松本 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P34-37_view-next-koukou-12g.indd   36P34-37_view-next-koukou-12g.indd   36 2023/12/04   10:592023/12/04   10:59



　
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
八
巻
先
生
が
重
視

し
て
い
る
の
が
、
２
年
次
３
学
期
の
模
擬
試

験
だ
。「
情
報
Ⅰ
」
が
出
題
科
目
に
加
わ
る

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
、
学
年
通
信
や
進
路

通
信
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
「
情
報

Ⅰ
」
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
（
図
３
）。
そ
う
し
て
「
情

報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
を
思
い
出
さ
せ
、
徐
々

に
入
試
を
意
識
づ
け
て
い
く
と
い
う
。

　
同
校
で
は
24
年
度
、
3
年
次
の
学
校
設
定

科
目
と
し
て
情
報
に
関
す
る
選
択
科
目
を
設

定
す
る
予
定
だ
。
学
習
内
容
は
学
年
通
信
な

ど
へ
の
反
応
を
見
な
が
ら
決
め
る
が
、
現
時

点
で
は
3
年
生
の
３
分
の
１
程
度
の
生
徒
が

履
修
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

　「
選
択
科
目
だ
か
ら
こ
そ
、
網
羅
的
な
復

習
で
は
な
く
、
履
修
す
る

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ

う
に
、
共
通
テ
ス
ト
対
策

と
し
て
学
ぶ
べ
き
単
元
に

絞
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

１
年
次
か
ら
総
合
的
な
探

究
の
時
間
な
ど
を
通
し

て
、『
情
報
Ⅰ
』
の
知
識

を
実
践
的
に
活
用
し
て
い

ま
す
か
ら
、
入
試
対
策
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」

２年次12月からの入試への意識づけ
共通テスト「情報Ⅰ」を話題にした
進路通信内のコラム（予定）

図３

※学校資料を抜粋して掲載。

２年生の進路通信では、１２月発行分から共通テ
ストの「情報Ⅰ」に関するコラムを八巻先生が担当。
問題の例示や学習への取り組み方の紹介を行い、
「情報Ⅰ」に関する入試への意識づけを図る予定だ。

２
年
次
３
学
期
の
模
擬
試
験
か
ら

入
試
へ
の
意
識
づ
け
を
始
め
る

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程への対応＞教科「情報」からアクセス

h t t p s :// b h s o . b e n e s s e . n e . j p/ h s _ o n l i n e /s i d o u /s h i n k a t e i / j o h o/

今回の事例のPoint
「情報Ⅰ」の学習を他教科と連動させることで、「情報Ⅰ」だけでなく、他教科に
おいても、授業の効率化と学習内容の定着が進む。
2年次３学期の模擬試験を契機に、まずは共通テストへの意識づけを図る。

2023年度第２回「情報Ⅰ」Web セミナー 
～新課程２年目「情報Ⅰ」の授業実践と入試対応を考える～
アーカイブページのご案内
　25年度大学入学共通テストを約１年後に控える中、いつまでにどのレベルの問題が解けていればよいのか、他教科
とのバランスを考慮しながらどう対策をすべきかといった学校現場のお声を基に、本セミナーでは共通テスト対策と
して検討すべきポイントを整理し、限られた時間で表現できる３年生０学期からの指導ストーリーをご紹介しました。
下記のセミナーアーカイブページより、ぜひご覧ください。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20231115_shidousenryaku/index.html

進
路
通
信
で「
情
報
Ⅰ
」の
問
題
を
配
信

３
年
次
に
は
学
校
設
定
科
目
も
設
置

共
通
テ
ス
ト
に
向
け
た
計
画
と
方
針

「情報Ⅰ」セミナー動画公開！
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理
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進
路
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め
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楠
田
　
今
年
８
月
の
校
内
研
修
で
行
っ
た
業

務
分
析（
＊
１
）で
は
、「
先
生
方
と
仕
事
の

苦
労
を
共
有
で
き
た
」「
自
分
が
大
変
だ
と
思

う
業
務
は
、
ほ
か
の
先
生
も
同
じ
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
教
師
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

露
口
　
研
修
が
教
師
間
の
相
互
理
解
を
深
め

る
場
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
自
分
の
業
務

を「
き
つ
い
」と
は
言
い
づ
ら
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
働
き
が
い
が
あ
る
職
場
に
す
る

た
め
に
は
、
業
務
に
対
す
る
本
音
を
同
僚
と

言
い
合
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
が
必
要
で
す

（
図
１

）。
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
貴
校
は

時
間
外
勤
務
時
間
は
比
較
的
少
な
い
も
の

の
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
（
＊
２
）

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
図
２
）。

楠
田
　
会
議
や
研
修
の
精
選
な
ど
に
よ
り
、

業
務
削
減
は
進
み
ま
し
た
。
一
方
で
本
校
は

普
通
科
改
革
を
推
進
中
で
あ
り
、
地
域
連
携

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
掌
を
ま

た
い
だ
業
務
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２

つ
の
学
科
に
は
、
指
導
法
な
ど
で
異
な
る
部

分
が
あ
る
た
め
、
情
報
共
有
が
重
要
な
の
で

す
が
、
必
須
業
務
が
多
く
、
思
う
よ
う
に
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
原
因
で
業
務
が
円

滑
に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
、
先
生
方
の
働

く
意
欲
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
村
　
生
徒
間
の
問
題
へ
の
対
応
や
整
容
指

導
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業
準

備
な
ど
に
十
分
に
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

働
き
が
い
を
感
じ
づ
ら
い
面
も
あ
り
ま
す
。

露
口
　
こ
こ
ま
で
の
話
を
踏
ま
え
る
と
、
教

師
間
の
情
報
共
有
を
丁
寧
に
行
う
な
ど
、
職

場
の
風
通
し
を
よ
く
し
て
働
き
が
い
を
高
め

る
こ
と
（
図
１

）が
改
革
の
方
針
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。
そ
し
て
、
負
担
感
の
あ
る
業

務
の
上
位
に
上
が
っ
た
業
務
（
図
３
）
に
つ

い
て
は
、
負
担
に
感
じ
る
要
因
を
探
り
、
対

策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
（
図
４

）。

今
村
　
整
容
指
導
が
細
か
く
て
大
変
な
割
に

成
果
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
疑
問
が
教
師
か

ら
上
が
っ
た
の
で
、
指
導
の
方
法
や
校
則
の

＊２　オランダ・ユトレヒト大学のシャウフェリ教授らが提唱した概念であり、「仕事から活力を得て生き生きとしている」（活力）、「仕事に誇りとやりがいを感じている」（熱
意）、「仕事に熱心に取り組んでいる」（没頭）の３つがそろった状態として定義される。

アドバイザー

「働きがい改革」を提唱する識者が、学校の働き方改革の
実践をバックアップ。その実践の背景や具体的な取り組み、
そして成果と課題を、複数回にわたってリポートします。

働き方改革働き方改革
生き生きと働き続けられる
学校づくりへの挑戦

業
務
分
析
を
基
に
改
善
策
を
立
て
る

改
善
対
象
業
務
を
明
確
化
し
、

各
自
の
工
夫
を

共
有
す
る
場
を
設
け
る

愛媛大学大学院教育学研究科　
教授

露口健司　つゆぐち・けんじ
主な研究テーマは、学校組織のリー
ダーシップ、学校組織のウェル・ビー
イングとワーク・エンゲイジメントな
ど。国立教育政策研究所客員研究員、
中央教育審議会「質の高い教師の確保
特別部会」臨時委員等も務める。

熊本県立
菊池高校編

第 1回

＊１　業務分析の方法は、本誌10月号の本コーナーをご覧ください。
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article17369/　または右の２次元コードからアクセスしてください。

学校概要

設立　 1908（明治 41）年
形態　全日制／普通科・商業科／共学
生徒数　１学年約 130 人
2022年度卒業生進路実績　国公立大は、宮崎
大、熊本県立大に２人が合格。私立大は、九
州共立大、九州看護福祉大、九州ルーテル学
院大、熊本学園大、崇城大などに延べ 19 人
が合格。短大・専門学校進学 45人。就職 40人。

教
頭楠田

美
和 

く
す
だ
・
み
わ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理

歴
史
科
（
世
界
史
）。

保
健
主
事
、
養
護
教
諭

今
村
由
紀 

い
ま
む
ら
・
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
衛
生

管
理
者
。

必
須
業
務
が
多
く
、

情
報
共
有
が
不
十
分
に

目
標
に
向
か
っ
て
一
緒
に
学
ぶ

研
修
で
、相
互
理
解
を
深
め
る
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見
直
し
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

露
口
　
そ
れ
で
は
、整
容
指
導
に
つ
い
て
各

自
が
実
践
し
て
効
果
の
あ
っ
た
指
導
や
工
夫

を
共
有
す
る
場
を
設
け
て
み
ま
せ
ん
か
（
図

４

）。
目
標
に
向
け
て
一
緒
に
学
ぶ
機
会

は
相
互
理
解
を
深
め
、
働
き
が
い
に
つ
な
が

り
ま
す（
図
１

）。
日
頃
の
交
流
が
難
し
い

の
な
ら
、参
加
必
須
と
す
る
の
も
一
案
で
す
。

楠
田
　
会
議
や
研
修
は
必
要
な
も
の
を
見
極

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
負
担
感
の
あ
る

業
務
と
し
て
上
位
に
上
が
っ
た
事
務
に
つ
い

て
は
、校
長
の
発
案
で
、教
務
や
生
徒
心
得
な

ど
の
規
程
等
を
ま
と
め
て
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
が
分
か
る
資
料

が
少
な
く
、
学
校
行
事
の
運
営
な
ど
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。
定
型
業
務
は
手
引
き
を
使
っ

て
確
実
に
引
き
継
ぎ
、
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

露
口
　
す
ぐ
に
改
善
で
き
る
こ
と
に
着
手
し

た
の
は
よ
い
で
す
ね
。一
方
で
、働
き
方
改
革

は
１
〜
２
年
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。継
続
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、業

務
改
善
推
進
主
任
の
配
置
や
中
期
計
画
の
策

定
も
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い（
図
４

）。

＊図１〜４は、露口教授の提供資料及び取材を基に編集部で作成。

第２象限
働きがいアップ職場
改善策●図１の視点を参考に、
教師間の交流を深めたり、業
務の質的改善を図ったりして、
働きがいを高めたい。

第３象限
伸びしろのみ職場

改善策●時短のみでは、働き
がいが低くなる可能性がある。
教師間の交流を充実させて同
僚性を高めながら、業務改善
を図りたい。

第1象限
理想の職場
働きやすさと

働きがいを兼ね備えた
真に働きがいのある職場

第４象限
目指すは業務精選職場
改善策●働きがいを維持しつ
つ、図４の方策を参考に、勤
務時間を短縮できるよう業務
改善を図り、働きやすさを高
めたい。

菊池高校はこの位置

働きがい　指標：ワーク・エンゲイジメントの高さ

働
き
や
す
さ

高
い

高い低い

指
標:

時
間
外
勤
務
時
間
月
80
時
間
を

　
　
　超
え
て
い
な
い
人
の
割
合

次
号
は
、
業
務
分
析
か
ら
見
え
た
改

革
の
方
針
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
方

策
を
講
じ
た
の
か
を
追
跡
し
ま
す
。

「働きやすさ」と「働きがい」の視点での職場の状況分析

業務改善に向けた方策（例）

図２

図４

業務分析と意識調査の結果から見えた課題に、どのような方策を講じるか

菊池高校における
「負担感のある業務」上位５業務

図３

負担感の要因を具体的にして、対策を講じる
例えば、生徒指導の中の服装指導、校則違反・生徒間のトラブルへの対応などの
何に負担を感じているのかを具体化する。そして、負担に感じる要因を洗い出し、
その改善策を考える。分掌や学年団など、普段一緒に仕事をするグループで検討
するとよい。

業務の工夫を共有し合う研修の実施
前任校などで経験した効率的・効果的な業務の方法を出し合い、共有する。教師
間のコミュニケーションの機会にもなり、同僚性の向上にもつながる。

業務改善推進主任の配置
業務改善の企画・運営を中心となって担う担当者を配置する。

業務改善の中期計画を立てる
教職員の異動があっても業務改善を継続できるよう、３〜４年後の目標を設定し、
その達成に向けた計画を立てる。

同僚や管理職などと信頼関係があり、相互支
援ができている。孤立する職場では、 働きがい
の実感は困難である。

各個人の職責の範囲が明確であり、自己の行
為と結果との関係が明確に理解できる。教師
一人ひとりが明確な目標を持ち、自分がすべ
きことを理解している。

定型業務が少なく、毎日の職務環境・内容の
変化を実感できる。

自分で仕事の内容・分量・ペースを管理できる。

業務分担や人事評価が公正に行われている。
教師の努力と成果が認められている。

職務遂行に対してフィードバックがある。

自己の成長に必要な学習機会が確保されている。

１位	生徒指導・通学指導

3位	保護者対応・ＰＴＡ

4位	 外部対応・中学校対応

5位	 総合的な探究の時間

働きがいを高めるための視点図１

2位	文書作成・会計などの事務

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
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学校概要

設立　 1974（昭和 49）年
形態　定時制（昼間・夜間）、通信制／
普通科／共学　
生徒数　１学年約 20 人（定時制夜間）
2021年度進路実績（現役のみ）　4 年制
大には、千葉商科大、南九州大、宮崎産
業経営大に 4 人が合格。短大・専門学校
進学 7 人。就職 4 人。

　
大
阪
府
は
、
外
国
か
ら
帰
国
し
た
者
ま
た

は
外
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
日
本
語
指
導
が

必
要
な
生
徒
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提

供
す
る
府
立
高
校
を
８
校
設
置
し
、
特
別
枠

入
試
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・

外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
１
校
の
大
阪
府
立
東
淀
川
高
校
は
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
を
毎
年
16
人
受

け
入
れ
て
い
る
。

　「
本
校
で
は
、
同
選
抜
で
入
学
し
た
生
徒

を
『
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

出
身
国
は
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
13
か
国
（
２
０
２
３
年
度
）
で
、
生
徒

は
各
教
科
の
学
習
と
、
日
本
語
・
第
１
言
語

（
母
語
）
の
学
習
、
部
活
動
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
森
瀬
康
之
校
長
）

る
か
、
通
常
授
業
に
参
加
す
る
か
を
決
め
る
。

　「
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
」
に
対
す
る
支
援
で
特

　「
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
」
は
一
般
選
抜
で
入
学

し
た
生
徒
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
所
属
。
１
年
次

は
、
保
健
体
育
（「
体
育
」）、
芸
術
、
家
庭
、

総
合
的
な
探
究
の
時
間
、
Ｈ
Ｒ
以
外
の
教
科

は
、易
し
い
日
本
語
を
使
っ
た
抽
出
授
業
（
写

真
１
）を「
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
」の
み
で
受
け
る
。

　「
日
本
で
進
学
や
就
職
が
で
き
る
よ
う
に
、

抽
出
授
業
で
も
一
般
選
抜
で
入
学
し
た
生
徒

と
同
じ
教
科
書
を
使
っ
て
い
ま
す
。
多
少
扱

う
範
囲
を
絞
っ
た
り
、
選
択
式
の
問
題
を
中

心
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
は
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
難

し
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、『
く

ろ
ー
ば
ぁ
生
』
に
は
大
学
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
も
多
い
た
め
、
高
校
で
学
ぶ
べ
き
内
容

を
易
し
い
日
本
語
を
使
い
な
が
ら
丁
寧
に
教

え
て
い
ま
す
」（
楊
知
美
先
生
）

　
教
師
た
ち
は
、「『
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
』
は
授

業
中
の
反
応
が
よ
く
、
教
え
て
い
て
楽
し
い
」

「『
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
』
の
た
め
に
工
夫
し
た
説

明
を
通
常
授
業
で
も
し
て
み
た
ら
、
と
て
も

ス
ム
ー
ズ
に
理
解
し
て
も
ら
え
た
」
な
ど
と
、

抽
出
授
業
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。

２
年
次
以
降
は
、
各
生
徒
の
日
本
語
能
力
を

踏
ま
え
、
教
科
ご
と
に
抽
出
授
業
に
参
加
す

写真１　「くろーばぁ生」16 人の生徒を対象としている「数
学Ⅰ」の抽出授業。ルビを振ったプリントやリライト教材な
どを使い、易しい日本語で説明している。

ウェルビーイング= 身体的・精神的・社会的によい状態にあること。短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。
（文部科学省「新たな教育振興基本計画【概要】（令和５年度〜９年度）」より）

社会

教 室 から始める

な
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
の

た
め
の
抽
出
授
業
を
充
実

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
と

と
も
に
学
び
、「
世
界
」を
広
げ
る

大
阪
府
立
東
淀
川
高
校

学校概要

設立　 1955（昭和 30）年
形態　全日制／普通科／共学　
生徒数　１学年 240 〜 280 人
2022年度卒業生進路実績　4 年制大は、
立命館大、龍谷大、関西大、近畿大、関
西学院大などに延べ 158 人が合格。短大・
専門学校進学 109 人。就職 15 人。

校
長森瀬

康
之 

も
り
せ
・
や
す
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
8
年
目
。

多
文
化
共
生
推
進
委
員
会
主
担

楊
　知
美 

や
ん
・
つ
ー
め
い

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

多
文
化
共
生
推
進
委
員
会
日
本
語

指
導
担
当

酒
井
清
夏 

さ
か
い
・
さ
や
か

同
校
に
赴
任
し
て
8
年
目
。

と
も
に
い
る
こ
と
で

支
え
合
う
こ
と
を
学
ぶ
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に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
徒
に
自
分
の
ル
ー
ツ
を
語
る
機
会
を
与

え
、自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
だ
（
写
真
２
）。

同
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
第
１
言
語

を
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
る
た
め
、
１
人
の

生
徒
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
言
語
を
第

１
言
語
と
す
る
教
師
を
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
通
じ
て
探
し
、
授
業
を
担
当
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　「
第
１
言
語
の
授
業
は
、言
語
や
文
化
を
学

ぶ
だ
け
の
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
授
業

が
あ
る
こ
と
で
、生
徒
は
同
じ
ル
ー
ツ
を
持
つ

大
人
に
様
々
な
相
談
を
し
た
り
、自
分
が
一
番

使
い
や
す
い
言
語
で
人
生
の
こ
と
を
考
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
酒
井
清
夏
先
生
）

　
英
語
を
日
常
的
に
使
っ
て
き
た
「
く
ろ
ー

ば
ぁ
生
」
が
、英
語
の
授
業
で
教
師
の
サ
ポ
ー

自
然
に
か
か
わ
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
確
実
に
『
世
界
』
を
広
げ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
酒
井
先
生
）

　
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
生
徒
の
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
高
校
は
ま
だ
ま
だ

少
な
く
、
先
駆
的
に
取
り
組
む
大
阪
府
で

あ
っ
て
も
、
現
状
の
定
員
で
は
ニ
ー
ズ
を
満

た
せ
て
い
な
い
と
い
う
。

　「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
と
日
本
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
が
と
も
に
過
ご
す
３
年

間
は
、
双
方
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

日
本
が
目
指
す
未
来
の
社
会
の
あ
り
方
を
考

え
る
と
、
そ
う
し
た
教
育
の
場
が
全
国
に

も
っ
と
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」（
楊
先
生
）

ト
役
を
務
め
、
一
般
選
抜
で
入
学
し
た
生
徒

に
英
語
を
教
え
る
一
方
で
、
一
般
選
抜
で
入

学
し
た
生
徒
が
、「
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
」
に
漢

字
や
日
本
の
歴
史
を
教
え
る
な
ど
、
生
徒
は

支
え
合
い
な
が
ら
学
ん
で
い
る
。

　「
日
本
と
は
違
う
環
境
で
学
ん
で
き
た
『
く

ろ
ー
ば
ぁ
生
』
と
と
も
に
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
で
、
一
般
選
抜
で
入
学
し
た
生
徒
も
、

人
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
よ
い
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
近
年
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

生
徒
と
一
緒
に
学
び
た
い
と
い
う
理
由
で
本

校
を
志
望
す
る
中
学
生
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
多
様
な
人
が
支
え
合
い
、
学
び
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
、
中
学
生
も
気
づ
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
森
瀬
校
長
）

　「
生
徒
た
ち
は
、
３
年
間
の
高
校
生
活
を

通
し
て
、
外
国
人
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

写真２　1年生の「くろーばぁ生」は全員、週2日の部活動「多
文化研究部」に参加。文化祭などで自国の文化や生活につい
て紹介することは、自尊感情を高めることにつながる。

〈本コーナーは隔号連載です〉

声

　文部科学省「日本語指導が必要な
児童生徒の受入状況等に関する調査

（21年度）」によると、日本語指導
が必要な児童生徒数（外国籍・日本
国籍合計）は、小・中学校、高校で
計５万8,307人で、18年度調査に
比べて約14.1%増加した。
　日本語指導が必要な中学生等の高
校等への進学率は89.9％（全中学
生等の進学率は99.2％）だが、高
校生等の中退率は6.7％と、全体の
1.0％に比べても高い。大学等への
進学率も51.8％と、全体の73.4％
に比べると低い状況にある。そし
て、就職者における非正規就職率は
39.0％であり、全体の 3.3％の約
12倍に上った。日本語の授業の充
実を始め、生徒一人ひとりが希望進
路を実現するための支援が求められ
ている。

日本語指導が必要な
児童生徒の状況

コラム

JAHAN
G

IRI D
AN

IAL

さ
ん

（
２
年
生
／
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
出
身
）

中
学
２
年
生
の
時
か
ら
日
本
の
学

校
で
学
ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
日

本
語
で
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
は
と

て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
勇
気
を

出
し
て
声
を
か
け
て
い
っ
た
ら
、
た
く
さ

ん
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
り
、
勉
強
も
部
活
動
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
日
本
で
進
学
し
、

建
築
に
つ
い
て
学
び
、
日
本
で
働
き
た
い

で
す
。
日
本
に
も
多
く
の
外
国
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、
高
校
時
代
に
い
ろ
い
ろ

な
国
の
人
と
友
人
に
な
れ
た
の
で
、
き
っ

と
仲
よ
く
や
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

間ま

瀬せ

和か
ず

哉き

さ
ん
（
２
年
生
）

僕
は
、
特
別
枠
入
試
の
こ
と
を
知

ら
ず
に
入
学
し
ま
し
た
。
だ
か
ら

学
校
に
外
国
人
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。

外
国
の
人
と
は
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
話
し
か
け
る
か
ど
う
か
迷
い
ま
し

た
が
、
話
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

勝
り
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
相
手
が

D
AN
IAL

で
し
た
。
英
語
が
う
ま
く
、
優

し
いD

AN
IAL

は
、
何
で
も
気
軽
に
話
せ

る
大
切
な
友
人
の
１
人
で
す
。
最
近
は
街

で
外
国
人
と
す
れ
違
う
と
、
今
ま
で
以
上

に
「
ど
こ
か
ら
来
た
人
か
な
？
　
話
し
て

み
た
い
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
の

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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ボディシェアリングを応用した遠隔操作カヤック。パドルを漕ぐ重さや揺れを感じられる。そ
のほかにも、スマートフォンで遠隔地のロボットを操作し、農作業するシステムなども開発。

コンピューターによって人の手をコントロールする「ポゼストハンド（PossessedHand）」。筋肉
に電気刺激を加えて指や手の動きを制御する。親指、人差し指、中指を個別に動かすことができる。
東京大学大学院在学中に開発した（写真右）。

科
学
技
術
の
力
で

現
実
を
他
者
と
共
有
し
、

人
生
の
体
験
量
を
最
大
化
す
る

ボ
ディ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
研
究
者 

玉た
ま

城き

絵
美

1984年沖縄県生まれ。琉球大学工学部卒業。東京大学大学院学際情報学府で博
士号取得。物を持つ時の力の入れ具合や重さの感覚、姿勢の保ち具合といった
体の深部で感じる「固有感覚」を、コンピューターを介して、他者やロボット、
メタバース上のアバターなどと共有し、身体感覚を伴う様々な体験をシェアす
る技術「ボディシェアリング（BodySharingⓇ）」を研究。2011年には「ポゼ
ストハンド」の開発がアメリカ『TIME』誌の「世界の発明50」に選出された。
現在は、ボディシェアリングの研究と普及に取り組むH2L株式会社代表取締役
のほか、琉球大学工学部教授、東京大学大学院工学系研究科システム創成学専
攻特定客員大講座特定客員教授として、産学の壁を越えて活躍している。

コンピューターを介した固有感覚の共有で、
時間や場所を越えた「体験」のシェアを目指す

創り人からのメッセージ
つ く り び と
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子
ど
も
の
頃
の
私
が
一
番
好
き
だ
っ
た
時

間
は
、
家
で
の
読
書
の
時
間
で
し
た
。
外
出

す
る
の
も
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

わ
ざ
わ
ざ
海
ま
で
出
か
け
る
よ
り
も
、
泳
ぎ

が
上
手
な
人
が
珍
し
い
魚
と
出
合
っ
た
体
験

が
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
ー
を
読
む
方
が
、
効
率

よ
く
楽
し
め
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に

い
な
が
ら
川
下
り
や
山
登
り
を
体
験
で
き
た

ら
い
い
の
に
…
…
。
現
在
私
が
研
究
し
て
い

る
ボ
デ
ィ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
通
じ
る
未
来
の

社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
小
学
生
の
時
ぐ
ら
い

か
ら
私
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
テ

レ
ビ
電
話
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
き
っ
と
あ
と
10
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
家

の
中
で
世
界
旅
行
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
」
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
２
年
生
の
時
ぐ
ら
い
か
ら
持
病
が
悪

化
し
、
入
院
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、
効

率
よ
く
様
々
な
体
験
を
し
た
い
と
い
う
思
い

は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。
両
親
が
医

師
か
ら
「
覚
悟
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
危
険
な
状
態
を
迎
え
る
度
に
、私
は
「
ま

だ
あ
れ
を
し
て
い
な
か
っ
た
」「
あ
の
本
を

読
み
忘
れ
て
い
た
」
と
、体
験
し
て
い
な
か
っ

た
あ
れ
こ
れ
を
悔
や
み
ま
し
た
。

　
死
と
い
う
ゴ
ー
ル
か
ら
は
誰
も
逃
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
は
、
ゴ
ー
ル
に
到
達

す
る
ま
で
の
人
生
の
体
験
量
を
増
や
す
こ
と

で
す
。
当
時
、
体
験
共
有
に
関
す
る
大
学
や

企
業
の
研
究
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
期

待
し
て
い
た
ほ
ど
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た

め
、「
自
分
で
や
る
し
か
な
い
」
と
工
学
部
へ

の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。
私
が
好
き
だ
っ

た
物
理
の
授
業
で
は
、
物
理
法
則
が
工
学
に

応
用
さ
れ
て
い
る
例
を
先
生
が
よ
く
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
法
則
な
ど
の
理
論
が

分
か
れ
ば
、
技
術
開
発
は
で
き
る
は
ず
だ
」

と
考
え
た
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
高
校
の
授

業
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
校
時
代
、
学
校
の
時
間
で
好
き
だ
っ
た

の
は
、
数
学
や
物
理
の
準
備
室
で
過
ご
す
放

課
後
の
時
間
で
し
た
。
生
徒
は
お
菓
子
を
手

に
集
ま
り
、
あ
る
生
徒
た
ち
は
勉
強
し
、
あ

る
生
徒
た
ち
は
様
々
な
テ
ー
マ
で
議
論
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
間
で
、
友
人
が

ど
の
よ
う
な
価
値
観
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な

未
来
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
を

知
り
ま
し
た
。
友
人
と
の
時
間
は
と
て
も
楽

し
く
て
、
2
時
間
以
上
過
ご
す
日
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
も
、
生
徒
同
士
で
議
論

し
、
事
実
や
価
値
観
な
ど
の
多
様
な
情
報
を

互
い
に
入
出
力
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
議
論
は
、
膨
大
な
情
報

が
あ
ふ
れ
る
社
会
で
生
き
て
い
く
生
徒
が
、

高
校
生
の
う
ち
に
で
き
る
情
報
処
理
の
訓
練

だ
か
ら
で
す
。
議
論
す
る
中
で
認
識
齟そ

齬ご

が

発
生
す
れ
ば
、
自
分
は
ど
う
話
す
べ
き
だ
っ

た
か
な
ど
を
振
り
返
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
議
論
の
相
手
は
、
理
論
的

に
ま
と
め
ら
れ
た
情
報
を
上
手
に
生
徒
に
手

渡
す
先
生
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
徒
の
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
情
報
の
濁
流
に
の
ま
れ
る
経

験
の
中
で
こ
そ
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の

力
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
人
生
を
、
体
験
に
あ
ふ
れ
た
時

間
に
し
た
い
。
そ
う
願
っ
て
始
ま
っ
た
私
の

研
究
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー

ツ
、楽
器
演
奏
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
、様
々

な
領
域
と
連
携
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
が
思

い
描
く
未
来
と
、
ほ
か
の
人
が
願
う
未
来
と

が
重
な
り
、
新
し
い
未
来
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
で
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

自
宅
に
い
な
が
ら
世
界
旅
行
を

体
験
で
き
る
社
会
を
つ
く
ろ
う

高
校
生
に
と
っ
て
議
論
は

生
き
る
た
め
に
必
要
な
訓
練

大学時代は、大学の付属病
院に入院しながら大学に通
いました。その後、東京大
学大学院博士課程では、修
了時に総長賞を受賞しまし
た。ボディシェアリングは
複合領域のため、工学分野
に加え、生理学や認知心理
学なども広く学びました。

私 の学生時代

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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2023年10月号へのご意見

2025年度大学入試に向けて、読解力の育成が必要
　2025 年度大学入学共通テストについては、これまで「情報Ⅰ」や「数
学Ⅱ・Ｂ・Ｃ」ばかりに目が向いていたが、10 月号の特集には、地理歴史・
公民についても指導の留意点などがしっかりとまとまっており、勉強に
なった。また、特集内の「2025年度大学入試に向けた進路指導のポイント」
の記事で、「どの教科においても読解力がますます重要に」との記載があ
り、やはり国語や英語のみならず、全教科を挙げて読解力の育成にしっ
かり取り組んでいかねばならないと、強く再認識した。

栃木県立今
いまいち

市高校　半田高
たか

史
し

自分の指導を振り返り、生徒指導の難しさも感じた
　10 月号の「先生なら、どうしますか？」の記事を読み、私なら「よかっ
た」と思うところで、鳥取県立鳥取東高校の福島卓也先生は「怖くなりま
した」と書かれていたのが印象的だった。自分の指導の振り返りになる
とともに、生徒指導の難しさの一端を感じることができ、とてもよかった。

山形県　匿名希望

「まずは教師が探究学習を楽しむ」姿勢に共感
　10 月号の「探究学習 伴走する教師たち」の記事を読み、東京都・私
立多摩大学附属聖

ひじり
ヶ
が

丘
おか

中学高校の出
いずおか

岡由
ゆ う

宇先生の「まずは教師が探究学
習を楽しむ」という姿勢に共感した。私も前任校では、地域にかかわる
探究学習をつくり上げるために、まずは私自身が地域の方々とつながる
ことから始めた。その経験によって、自分の視野が広がり、経験値も高
まり、何より人間性が深まったと感じている。文字や映像で知識・技能
を得ることはできるが、非認知能力は他者との触れ合いによって高まる
と実感している。　　　　　　　　 　 　　　　 群馬県立前橋西高校　田崎 潤

学校全体での進路指導の取り組みを提起したい
　10 月号の北海道・私立札幌新陽高校の「生徒の可能性を引き出す　新
進路選択支援」の記事を読み、３学年を通じて体系的に進路指導を行う
ことで、目的意識を持って自分の進路を選択する生徒を増やすことが、
まさにこれから行いたいことだと感じた。本校では、進路指導の進め方
は各学年に任されている。そのよさがある一方で、学年ごとに大学入試
に向けた指導のノウハウなどを構築していく必要があり、大変な部分も
ある。今回の記事も参考にしながら、学校全体でどういった取り組みを
していけばよいのかを提起していきたいと思う。

香川県・私立大手前丸亀中学・高校　高
たか

畑
ばたけ

雅
まさ

史
し

業務分析シートを校内で共有し、一緒に考えたい
　10 月号の「追跡！　働き方改革」愛媛県立松山南高校編の記事に掲載
されていた、量的な負担感ではなく、質的な負担感に注目した業務削減
の実践提案は今までになく、興味深く読んだ。また、負担感のある業務を
見える化し、共有するための業務分析シートを、早速ダウンロードした。
自分の立場では校内研修を開くことは難しいが、ほかの教師と業務分析
シートを共有し、業務の質的改善について一緒に考えたいと思った。

静岡県立静岡東高校　山梨達也

先生方からの
ご意見を
紹介します

　８月号よりスタートした連載コーナー
「創り人からのメッセージ」は、今号の同
コーナーで取材した玉

たま

城
き

絵美さんのボディ
シェアリングのご研究に私が感銘を受けた
ことがきっかけで誕生しました。そんな背
景もあって、いつもとは違う緊張感で取材
に臨みました。初めて直接お目にかかった
玉城さんは、凛とした佇まいからは想像し
ていなかった、とても気さくな方で、和や
かな雰囲気で取材を進めることができまし
た。インタビュー後、「ポゼストハンド」を
体験させていただいたのですが、「最初は弱
めの電流を流しますね」と言いながら、玉
城さんがパソコンのキーを押した瞬間、強
い電気刺激が加わり、思わず「オゥ」と声
を漏らす私（写真）。「あ、ごめんなさい。
強めの流しちゃいました」と笑顔の玉城さ
ん。自分の意思とは関係なく中指が動いた
ことへの驚きと玉城さんの茶目っ気に、ま
んまとしてやられた（？）のでした。（柏木）

２月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です。

高校版　2024年2月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！

［友だち登録の方法］上の２次元コードを
読み取っていただくか、LINE アプリの「友
だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」と
ご入力いただき、追加してください。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

Reader's
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若手教師・教育創造MTGミーティングミーティング

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

2020年４月にスタートした、若手教師による対話のコミュニティー「若手教師・教育創造M
ミーティング
TG」は、

23年10月に、新たなメンバーから成る第２期のキックオフとして、第１回オンラインミーティングを開
催。今回が初対面であることから、「互いを知る」ことを目的としたプログラムの下、対話を行いました。

◎ミーティング概要
•実施日時　2023年10月27日（金）17:00–19:00（Zoom開催）
•プログラム

セッション
１

『VIEW next』高校版の連載コーナー「先生なら、
どうしますか？」を読んだ感想をグループで語り合
い、互いの教育観を共有した。

セッション
２

自分にとっての理想の教育と、下記のテーマに関
する課題意識について、グループで語り合った。
テーマ：
進路指導／探究学習／主体的・対話的で深い学び／働き方改革

第２期
スタート！第１回ミーティングの開催リポートを

 でご覧いただけます

次代を担う全国の若手教師が集まり、語り合う

◎参加した先生の声

第１回ミーティングの開催リポートは、こちらからご覧ください！

URL  https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article17921/

先生方はどのような対話をしたのか？　なぜ、「活力と勇気」が得られたのか？

全国の先生方の話に、
活力と勇気を
もらいました！

もっと話を聞いたり、
学校を訪問したり
したいと思いました

早速、
次回のミーティングが
楽しみです！

▶セッション２での対話に使用したフォーマット（抜粋）

▼感想を語り合った連載コーナーの記事

H3.indd   1H3.indd   1 2023/12/06   10:562023/12/06   10:56

代の頃、過疎地の小規模校で担任として3年間かかわっ

た女子生徒のAさんは、休み時間にも数学と理科の勉

強に取り組み、模擬試験では常に優秀な成績を収めていました。

しかし、Aさんの保護者は、経済的な理由から娘の進学には前

向きではありませんでした。私はAさんと保護者に奨学金制

度を紹介し、Aさん本人には「○○大学ではこんな研究ができ

るよ」などと大学の情報を伝え、進学意欲を高めようとしまし

た。その度にAさんは「大学、行けたらいいですね」と、自

分の意志を曖昧にした言葉を口にしました。きっと私を失望さ

せたくなかったのでしょう。私も、本人に希望進路をはっきり

と確認することを先延ばしにしました。答えを求めることで、

進学という選択肢が消えることを恐れていたのだと思います。

　３年次６月の三者面談で、Aさんはついに「勉強は好きだけ

ど、きょうだいも多いので就職します」と、進路を明言しました。

Ａさんの隣に座る母親の傍らには小さな妹がいました。翌日か

らAさんの休み時間の勉強は、就職試験対策に変わりました。

　数日後、「先生……」と声をかけてきたAさんの手には、地

元の大手企業の求人票がありました。Aさんは自らの思いに踏

ん切りをつけるような表情で言いました。「ここでいいです」。

私は「分かった」と言いました。それ以外の言葉が見つかり

ませんでした。そして秋口に就職の内定を獲得したAさんは、

数学と理科の勉強を再開。センター試験受験者を対象にした補

習にも、自ら希望して参加していました。

業から2か月後、Aさんが接客担当になったことを知っ

た私は、彼女の職場を訪ねました。生き生きと働くＡ

さんの姿を見て安心したかったのかもしれません。Aさんを見

つけた私は、「元気か？」と尋ねました。Aさんは笑顔で「はい、

頑張っています」と答え、私に言いました。「先生、いろいろ

頑張ってくれて、ありがとうございました」。無力だった私に、

「ありがとうございました」。心の奥に刺さる言葉でした。

　あれから約20年が経ち、当時の生徒や保護者に対する私の

かかわり方の問題点が見えるようになりました。生徒の希望を

すべてかなえてあげられるわけではもちろんないですが、だか

らと言って「仕方がなかった」で済ませたくはありません。や

り直すことができない３年間を生徒とともに歩むのだからこ

そ、教師として過去の痛みを忘れず、次につなぎ続けたい。私

にとってAさんとの時間は、一生忘れられない痛みなのです。

もしも 20 年前に時間を戻すことができたのなら、抱
石先生は A さん、そして保護者とどのようにかかわる
のか。本エピソードの詳細と抱石先生のその後の歩み
を描いたウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article17751/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

経
済
的
な
理
由
で

進
学
を
断
念
し
た
生
徒
。

「
こ
こ
で
い
い
で
す
」

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
表
情

だきいし・てつや ● 同校に赴任して３年目。英語科。
予測困難な VUCA の時代を生き抜くために、

「dare mighty things( あえて困難に挑戦を )」
「ワクワクに突き進もう」を、常に生徒に伝えている。

岩手県立葛
くず

巻
まき

高校　抱石鉄也

先生なら、
どうしますか？
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表
紙
の
学
校

愛
知
県
立

安あ
ん

城じ
ょ
う

南
高
校

指導変革の軌跡

鹿児島県立与論高校
発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語　青森県立三
さん

本
ぼん

木
ぎ

高校・附属中学校　坂岡優子
情報　東京都立三鷹中等教育学校　能

の

城
し ろ

茂雄

https://view-next.benesse.jp/

ウェブサイト では、

授業のダイジェストを 動画 で紹介！

まつおか・しゅん　同校に赴任して６年目。２学年主任。生徒指導部。理科（化学）。

愛知県立安城南高校　1983（昭和58）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約300人／2022年
度卒業生進路実績　国公立大は、信州大、愛知教育大、名古屋大、国際教養大、愛知県立大などに８人
が合格。私立大は、愛知大、中京大などに延べ343人が合格。短大・専門学校進学109人。就職43人。

　「自分の手を動かすからこそ感じられることを大切にしたい」と、身近にある化
学を理解できるような実験に力を入れている松岡先生。赴任当初は講義中心の授
業だったが、抽象的な学習内容に苦戦する生徒を見て、実験を増やすほかにも、モ
ルをダースに例えて説明したり、目に見えない現象を動画で可視化するなど、工
夫を重ねてきた。「１つ理解できると、『なぜ？』と疑問が湧き、『知りたい』という
意欲になって次の学びに挑戦し、理解しようとする努力につながるはず。多くの
学びのトライ&エラーから得られる教訓を、その後の人生で生かしてほしい」。そ
れが、松岡先生の思いだ。実験を楽しみにしているという生徒は、「生活の何気な
い現象の原因や仕組みが説明できると分かったことで、化学を深く知りたくなり、
授業を頑張っています」と、自身の変化を語る。
　松岡先生が今考えているのは、生徒数人に問題の解答を渡し、その生徒たちが先
生役になる学び合いだ。「生徒に発問して考えさせる機会を増やしてきましたが、
生徒同士での学び合いによって、教師からは得られない気づきや考えの深まりにつ
ながることを期待しています」。教師の新たな挑戦が生徒の学びを前に進めていく。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景
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南高校　松岡　駿先生ここまでできる！
情報・データの利活用

実践者と共に考えるガイドライン
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学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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